
佐伯路を駆け抜けたアスリートたち――

１２月８日に開催された第６２回佐
北駅伝大会。男子６区間２７．８km、
女子５区間１４．６kmのコースでそ
の健脚を競いました。写真は、一
般男子の部で３位入賞した廿日
市AC（アスリートクラブ）Ａ、
３区・山高浩司さんから、４区・
中畑智博さんへのタスキリレー。
関連記事は１４ページ。

№1182広報はつかいち 1January 2014

われら、佐伯農業者クラブ―農業の未来を担う若者たち　　　　　―特集4～11ページまで―
特  集
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市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
市
政
の
推
進

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、　

年
の
歳
月
を
経
て
、
オ

５６

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

再
び
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
前
回
大
会

は
、
我
が
国
が
高
度
成
長
を
遂
げ
る

中
、
日
本
全
体
が
活
気
に
包
ま
れ
て

い
る
時
代
に
開
催
さ
れ
、
戦
後
か
ら

の
復
興
を
世
界
中
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

大
会
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
の　

日
前
に
は
、
東

１０

海
道
新
幹
線
が
開
業
す
る
な
ど
、
高

速
移
動
の
始
ま
り
の
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
感
動
が
、
私
た
ち
国
民
に
夢
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
わ
が
国
で
は
東
日
本
大
震

災
の
復
興
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
７

年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に
は
、
立
ち

直
っ
た
被
災
地
の
姿
を
世
界
に
示
し
、

全
国
で
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
た
め
に
も
、

国
民
全
体
が
一
丸
と
な
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
平

和
の
祭
典
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多

く
の
国
や
地
域
が
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流

が
よ
り
一
層
深
ま
り
、「
真
の
世
界

平
和
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
昨
年
厚
生
労
働
省
が
ま
と

め
た
「
生
命
表
」
に
よ
り
ま
す
と
、

中
国
５
県
の
市
区
町
村
別
平
均
寿
命

（
平
成　

年
時
点
、
１
２
１
市
区
町

２２

村
）
で
、
本
市
の
男
性
が　

・
９
歳

８０

で
第
１
位
、
女
性
が　

・
５
歳
で
第

８７

９
位
と
男
女
と
も
上
位
に
入
り
ま
し

た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
平
均
寿
命
の
延
伸
は
も

と
よ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
暮
ら

す
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
「
健
康
寿

命
」
の
延
伸
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考

え
て
お
り
、
今
年
１
月　

日蚊
に
Ｊ

２６

Ａ
広
島
総
合
病
院
と
共
催
す
る
市
民

公
開
講
座
で
、
私
の
思
い
も
申
し
上

げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
１
年
間
の
本
市
へ
の

総
観
光
客
数
は
約
７
０
０
万
人
と
な

り
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
観
光
地

「
宮
島
」
に
は
、
一
昨
年
に
引
き
続

き
、
お
よ
そ
４
０
０
万
人
の
来
島
者

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
自
ら
が
住
む

地
域
を
理
解
し
、
そ
の
価
値
と
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
か

ら
多
く
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
た

め
、「
観
光
振
興
基
本
計
画
」（
平
成

　

～　

年
度
の　

年
間
）
の
策
定
作

２７

３６

１０

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、　

年
後
に
ど
の

１０

よ
う
な
観
光
地
で
あ
り
た
い
の
か
を

十
分
検
討
し
、
廿
日
市
な
ら
で
は
の

計
画
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
や
企
業
、
各
種
団
体
、

行
政
な
ど
の
連
携
・
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　

市
制
施
行　

周
年
を
迎
え
た
「
は

２５

つ
か
い
ち
」
が
「
笑
顔
と
活
力
に
満

ち
た
元
気
な
ま
ち
」、
そ
し
て
多
く

の
皆
さ
ま
に
「
何
度
で
も
訪
れ
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
」
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
い
け
る

よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
新

た
な
時
代
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
１
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

謹賀新年

年頭のごあいさつ廿日市市長 眞野 勝弘
広報はつかいち平成26年1月1日号3

New Year 2014

市制施行　周年を迎えた「はつかいち」が

２５
「笑顔と活力に満ちた元気なまち」、

そして、多くの皆さまに

「何度でも訪れたいと思っていただけるまち」として、

市民の皆さまとともに、

新たな時代を築いていきたいと考えています。
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  われら、
  佐伯農業者クラブ―

       農業の未来を担う若者たち

７月２７日に行われた「さいき水まつり２０１３」で出店し、まつりを盛り上げた佐伯農業者クラブの皆さん。毎年参加し、地域最大のまつりを支えている。写真右上
から、松本勇喜さん、中本吉紀さん、今田徳之さん、岡田敏士さん、部屋伸仁さん、兼本龍二さん、写真下右から、沖野稔さん、三田栄造さん、今田圭宗さん、
山本貴志さん。

特  集
「後継者不足」、「耕作放棄地の増加」、

「農家人口の減少」――。

そんな言葉が現状の厳しさを物語る「農業」。

しかし、そんな逆風の中でも、

まちを明るくしようと

頑張っている若い農業者がいる。

それが「佐伯農業者クラブ」の皆さんだ。

それぞれの「個」人がプロである農業者。

「共」に動くことで、まちに新たな波を起こしている。

その取り組みから、

新しい農業のカタチを探る――。

広報はつかいち平成26年1月1日号5

　当初は、果樹や酪農、水稲など業種
の違う７人でスタートしたクラブ。半
世紀にもわたって続いていることは素
晴らしいことです。
　もともとは横のつながりを強めるた
めの親睦や交流を目的としていました
が、当時は「労働銀行」といい、お互
いに人手が必要なときには助け合って

いました。その中で連帯意識が生まれ、
その積み重ねを大事にしてきました。
　農業で食べていくというのは簡単な
ことではありません。私も父から受け
継いだこの農場を一大決心して設備投
資し、経営が苦しい時もありました。
しかし、続けてこれたのはクラブや地域
の皆さんのおかげだと思っています。

お互いに人手が必要なときには助け合っていました
みた・しげみ　三田　重實さん（峠・６６歳）

クラブの前身である佐伯
町農業後継者クラブに１８
歳から加入。会長も努め
た。水稲の育苗を中心に
野菜全般を扱う三田農園
を経営。

Interview

今日の農業の現状
　

戦
後
の
食
糧
難
を
支
え
、
か
つ
て

は
基
幹
産
業
だ
っ
た
農
業
―
―
。

　

し
か
し
、
経
済
の
成
長
と
共
に
農

業
の
姿
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

食
料
自
給
率
も
大
幅
に
低
下
し
、
他

の
産
業
と
の
収
益
格
差
は
拡
大
。
農

村
で
は
過
疎
、
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
な
ど
深
刻
な
課
題
が
山
積
み
の
状

態
だ
。

　

ま
た
、
生
産
現
場
で
は
、
水
稲
の

生
産
調
整
を
始
め
と
す
る
農
業
政
策

の
転
換
や
下
が
り
続
け
る
米
の
価
格
。

そ
の
ほ
か
の
作
物
で
も
価
格
競
争
や

多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
確
保

な
ど
、
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
農
業
者
の
視
点
で
ま

ち
を
明
る
く
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
。
そ
れ
が
佐
伯
農

業
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
だ
。

佐伯農業者クラブ
　

若
い
農
業
者　

人
で
組
織
さ
れ
て

１５

い
る
「
佐
伯
農
業
者
ク
ラ
ブ（
以
下
ク

ラ
ブ
）」。
メ
ン
バ
ー
は
米
作
の
ほ
か
、

育
苗
、 
花  
卉 
※
、
野
菜
や
イ
チ
ゴ
な

か 

き

ど
多
種
に
わ
た
る
。
も
と
も
と
は
旧

佐
伯
町
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
佐
伯
地
域
に
限
ら
ず
、
廿
日
市
地

域
や
大
竹
市
の
メ
ン
バ
ー
も
い
る
。

　

昭
和　

年
に
農
業
後
継
者
の
若
者

４０

た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
の
前
身
で
あ
る

「
佐
伯
町
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
」
が

発
足
。
栽
培
の
研
究
や
情
報
交
換
の

場
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。

　

昭
和　

年
に
現
在
の
形
と
な
り
、

５２

農
業
経
営
を
し
て
い
く
上
で
の
身
近

な
課
題
の
解
決
方
法
を
探
し
た
り
、

よ
り
良
い
技
術
を
検
討
し
た
り
と

い
っ
た
活
動
を
中
心
に
、
地
域
や
他

団
体
と
の
交
流
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

全国で活動するクラブ

　

同
ク
ラ
ブ
は
、 
４  
Ｈ 
ク
ラ
ブ
（
農

よ
ん 
エ
イ
チ

業
青
年
ク
ラ
ブ
）
と
も
呼
ば
れ
、
１

９
０
０
年
頃
の
米
国
で
、
農
業
系
の

大
学
や
研
究
所
を
中
心
に
ク
ラ
ブ
活

動
の
よ
う
な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

　

４
Ｈ
と
は
、
農
業
の
改
良
と
生
活

の
改
善
に
役
立
つ
腕
（H

ands

）
を

磨
き
、
科
学
的
に
物
を
考
え
る
こ
と

の
で
き
る
頭
（H

ead

）
の
訓
練
を
し
、

誠
実
で
友
情
に
富
む
心
（H

eart

）

を
培
い
、
楽
し
く
暮
ら
し
、
元
気
で

働
く
た
め
の
健
康
（H

ealth

）
を
増

進
す
る
と
い
う
、
ク
ラ
ブ
の
４
つ
の

信
条
の
頭
文
字
を
総
称
し
た
も
の
だ
。

　

現
在
、
農
業
の
担
い
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
農
業
に
「
夢
」
を
抱

き
、
日
本
全
国
に
約
８
５
０
ク
ラ
ブ
、

約
１
万
３
千
人
の
ク
ラ
ブ
員
が
活
動
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ
て
、
若
手

農
業
者
の
刺
激
と
な
り
つ
つ
、「
日

本
や
世
界
で
貢
献
で
き
る
農
業
者
」

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

毎年餅つきを広島ひかり園で―
　クラブでは毎年、永原にある障害者支援施設
「広島ひかり園」で餅つきを行っている。昨年で３５
回を数えた。ついた餅は、職員がぜんざいやきな
こ餅にして利用者に配る。
　昔は２日がかりでとんどをしたこともあるとの
こと。広島ひかり園の 宮  原  洋 施設長は「この餅つ

みや はら ひろし

きは、ひかり園での大きな行事の一つ。みんな楽
しみにしています」と話してくれた。

写
真
は
昨
年
行
わ
れ
た
餅
つ
き
の
様
子
。
施
設
利
用

者
と
一
緒
に
な
っ
て
餅
つ
き
を
楽
し
む
。
で
き
た
て

の
餅
は
格
別
の
味
だ
そ
う
だ
。

写
真
１
・
３　

活
動
資
金
は
自
前
で
調
達
す
る

の
も
ク
ラ
ブ
の
特
徴
。
共
同
作
業
で
餅
米
を
栽

培
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し
て
活
動
資
金
に

し
て
い
る
。
写
真
２
　

月　

日
に
行
わ
れ
た

１１

１０

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
店
。
自
家
製

の
野
菜
な
ど
を
販
売
。
ク
ラ
ブ
の
「
の
ぼ
り
」

も
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。　 １

２３

特集  われら、佐伯農業者クラブ―　　  農業の未来を担う若者たち 過去から現在へ

※
花
卉
（
か
き
）　

観
賞
用
に
栽
培
す
る
植
物
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地域の道をきれいにしたい

　

そ
れ
は
今
か
ら　

年
以
上
前
の
こ

１０

と
。
県
道　

号
、
玖
島
分
か
れ
か
ら

４２

玖
島
方
面
に
向
か
う
道
に
多
く
の
ご

み
が
落
ち
て
い
た
。
特
に
道
沿
い
の

耕
作
放
棄
地
に
は
、
ま
る
で
家
か
ら

持
っ
て
き
た
よ
う
な
家
庭
ご
み
も
多

く
捨
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
拾
っ
て
も
拾
っ
て
も
、
次
に

通
っ
た
と
き
に
は
、
ま
た
捨
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
」
そ
う
語
る
の
は
ク
ラ

ブ
員
の
今
田
徳
之
さ
ん
。

　
「
道
に
花
を
植
え
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
。
き
れ
い
な
花
が
植
え
て
あ
れ
ば
、

そ
こ
に
ご
み
を
捨
て
る
人
は
い
な
く

な
る
の
で
は
」
と
、
考
え
た
ク
ラ
ブ

で
は
、
平
成　

年
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

１３

ド
事
業
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
取

り
組
み
を
始
め
た
。

　

約
６豫
の
耕
作
放
棄
地
を
ク
ラ
ブ

で
再
生
し
た
が
、
そ
こ
を
耕
す
の
は

至
難
の
業
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、

約
２
ｍ
も
あ
る
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
が
一
面
に
生
え
て
い
た
か
ら
だ
。

ク
ラ
ブ
員
は
そ
の
中
を
か
き
分
け
て

入
り
、
草
を
刈
っ
た
。
ク
ラ
ブ
員
の

農業者だから、
できること

道路がごみで汚れている。

自分たちの手でなんとかできないか。

そんな思いから始まった「フラワーロード事業」。

耕作放棄地を生かし、地域の誇りに変えた。

そこから見えるまちづくりの姿とは―。
２３歳でクラブに加入。父と一緒に田
原農園で花卉（かき）を営む。

佐伯農業者クラブ
いまだ・のりゆき

今田　徳之さん
（　歳・河津原）
３８

Interview

１
写真_１ 「地域がきれいになり、捨てられるごみが減りますように」と願いを込め、キバナコスモ
スの苗を植える佐伯農業者クラブの皆さんと友和小学校３年生の児童。６月１８日。

写真_２ 活動のシンボルである看板。玖島分かれ交差点から玖島方面へ約２００ｍ左手にあり、そ
の前の畑で活動が続けられている。 ２
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中
に
造
園
業
者
が
い
た
こ
と
が
幸
い

し
、
重
機
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
お

か
げ
で
な
ん
と
か
畑
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

そ
う
し
て
で
き
た
畑
に
コ
ス
モ
ス

や
菜
の
花
を
植
え
、
耕
作
放
棄
地
が

よ
み
が
え
っ
た
。
そ
し
て
、
捨
て
ら

れ
る
ご
み
は
極
端
に
少
な
く
な
っ
た

と
い
う
。

小学生へ体験活動を

　

ク
ラ
ブ
で
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
考

え
た
。「
ご
み
を
道
路
に
捨
て
る
の

は
大
人
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、

『
ご
み
を
道
路
に
捨
て
な
い
』
大
人

に
な
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
近
く
の

友
和
小
学
校
に
『
一
緒
に
こ
の
事
業

を
行
い
ま
せ
ん
か
』
と
提
案
し
た
ん

で
す
」
と
今
田
さ
ん
。

　

友
和
小
も
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、

平
成　

年
か
ら
３
年
生
の
総
合
的
な

２０

学
習
の
時
間
を
使
っ
て
花
を
植
え
る

作
業
に
一
緒
に
取
り
組
ん
だ
。

　

作
業
は
、
い
つ
も
ご
み
拾
い
か
ら

始
ま
る
。
ク
ラ
ブ
員
が
学
校
へ
迎
え

に
行
き
、
畑
ま
で
一
緒
に
ご
み
を
拾

い
な
が
ら
歩
く
。
そ
れ
は
、
畑
だ
け

で
な
く
道
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い

う
思
い
か
ら
だ
。

　

３
年
生
は
年
間
を
通
じ
て
約　

時
２０

間
、
ク
ラ
ブ
員
と
一
緒
に
作
業
す
る
。

そ
の
雰
囲
気
は
和
や
か
で
、
児
童
に

と
っ
て
は
身
近
な
お
兄
さ
ん
的
な
存

在
だ
。

　
「
ま
ち
で
出
会
う
と
、
児
童
か
ら

話
し
か
け
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
に

と
っ
て
も
、
地
元
の
子
ど
も
と
触
れ

合
え
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
ね
」

と
今
田
さ
ん
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

　

今
で
は
、
花
だ
け
で
な
く
白
菜
や

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
野
菜
を
一
緒
に

作
り
、
児
童
の
体
験
活
動
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。「
こ
の
畑
で
作
っ
た

白
菜
を
使
い
、
毎
年
地
域
の
方
と
一

緒
に
漬
物
を
作
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
つ
な
が
り
が
地
域

で
広
が
っ
て
い
く
の
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
目
を
細
め
る
。

　

同
校
の 
池  
田  
清 
校
長
は
「
自
然
の

い
け 

だ 
き
よ
し

中
で
の
体
験
は
な
か
な
か
で
き
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ブ
の
方

が
親
身
に
接
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、

『
人
か
ら
大
事
に
さ
れ
て
い
る
』
と

感
じ
る
児
童
も
多
い
よ
う
で
す
」
と

話
す
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
「
大
人

に
な
っ
た
ら
人
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
い
う
児
童
も
い
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
夏
に
は
友
和
小
学
校
で
取

り
組
む
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
も
ク
ラ

ブ
員
が
指
導
を
行
っ
た
。

　
「
こ
れ
ら
の
経
験
は
児
童
た
ち
に

と
っ
て
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
と

き
に
、『
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
た
』

と
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
地
域
を
つ

く
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、

今
田
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

友和小学校　３年生担任えもと・しげこ　　　江本　繁子教諭

丁寧に教えてくださ
り、楽しみながら取
り組めるような工夫
もされています。事
前の準備もすべてク
ラブの方がされてい
て、学習を支えてく
れていることは、本
当にありがたいこと
だと感じています。

Interview

いまず・のあ　　　　今津　望愛さん
みんなで一緒に植え
た白菜が、ここまで
大きくなってうれし
いです。

かわもと・にな　　　　河元　仁菜さん
白菜もサツマイモも
すごく大きくなりま
した。漬物が大好き。
早く食べたいです。

くりす・あとむ　　　栗栖　跡夢くん
大きくなったサツマ
イモを焼き芋にして
食べました。おいし
かったです。

きたむら・ひろと　　　北村　大飛くん
すっごく大きくて重
たい白菜をみんなで
バケツリレーをして
運んだよ。

34

5

678

写真_３　１１月２９日、サツマイモの収穫。「植え
るのは大変でしたが、思ったより大きくてすご
かったです」と話してくれた。　写真_４　９月
２４日、ひまわりの種取り。来年まくための種も一
緒に集めている。　写真_５　友和小では、学校
支援地域本部を設置し、「友和っ子見守り隊」の
皆さんが授業を支援している。１２月１０日、クラ
ブ員と一緒に作った白菜で漬物を漬ける様子。　
写真_６　畑まではごみを拾いながら歩く。クラ
ブ員からの教えだ。　写真_７　白菜の苗植え。　
写真_８　１１月２６日、大きく育った白菜の収穫。

やがて大きくなったとき、こんな活動をしていたと、誇りに思えるような地域をつくりたい―

特集  われら、佐伯農業者クラブ―　　  農業の未来を担う若者たち 農業者だから、できること
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の
姿
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
包
容
力

が
あ
り
ま
す
。
人
々
が
長
い
年
月
を

掛
け
て
培
っ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
生

き
方
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
そ

の
魅
力
を
語
る
。「
た
く
さ
ん
の
野

菜
が
あ
る
中
で
、
自
分
が
形
に
し
た

も
の
を
食
べ
て
も
ら
え
る
喜
び
。
そ

こ
に
確
か
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
何
よ
り
も
大
事
に

し
た
い
で
す
ね
」。

　

遠
藤
さ
ん
は
最
後
に
こ
う
話
す
。

「
農
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
前
に
私
も
廿
日
市
市
の
住
民
で
す
。

地
域
に
住
む
者
と
し
て
、
ま
ち
を
輝

か
せ
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

新規就農者の声
言
葉
に
は
、
家
族
を
養
っ
て
い
く
と

い
う
覚
悟
が
あ
っ
た
。「
大
事
な
の

は
、
こ
れ
か
ら
自
分
を
ど
う
生
か
し

て
い
く
か
で
す
」。

　

引
っ
越
し
て
す
ぐ
、
ク
ラ
ブ
に
誘

わ
れ
加
入
。
毎
月
行
わ
れ
る
定
例
会

や
行
事
に
も
積
極
的
に
顔
を
出
し
た
。

「
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
は
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
す
。
年
齢
が
近
く
、
横
の

つ
な
が
り
を
面
白
く
感
じ
て
い
ま

す
」。
ク
ラ
ブ
員
と
の
つ
な
が
り
で

野
菜
を
卸
す
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　

季
節
限
定
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
も

満
月
農
園
の
オ
ス
ス
メ
の
一
つ
。

「
思
い
通
り
の
も
の
を
作
り
た
い
」

と
静
岡
の
業
者
と
提
携
し
た
こ
だ
わ

り
の
一
品
だ
。

農業は、「表現すること」

　

農
業
は
、「
表
現
す
る
こ
と
」、「
形

に
す
る
こ
と
」
だ
と
遠
藤
さ
ん
。
彫
刻

に
例
え
る
と
、「
石
は
そ
こ
に
転
が
っ

て
い
れ
ば
た
だ
の
石
。
し
か
し
、
彫

刻
家
が
命
を
吹
き
込
む
こ
と
で
違
う

も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
農
業

で
も
同
じ
な
ん
で
す
」
と
強
調
す
る
。

　
「
農
業
に
は
、
人
の
あ
り
の
ま
ま

農業は「表現すること」。一人の廿日市市民として、まちを輝かせるお手伝いができたら―

新潟出身。兼業農家に育ち、幼いころ
から農業に親しむ。高校卒業後、彫刻
家を目指す。２４歳で農業を志し、埼玉
県で研修を受ける。現在妻の実家があ
る佐伯地域で１．１盾の満月農園を経営。
主に米、野菜を手掛ける。

農業者の声を聞く―

心の中にいつも農業

　
「
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
し
か
な

か
っ
た
で
す
ね
」。
浅
原
で
約
１
１

０豫
の
土
地
を
借
り
、
満
月
農
園
を

営
む
遠
藤
章
人
さ
ん
。　

歳
で
農
業

２４

を
志
し
た
と
き
の
心
境
を
語
っ
た
。

　

兼
業
農
家
だ
っ
た
父
の
背
中
を
見

て
育
ち
、
自
身
の
中
で
農
業
は
原
点

の
一
つ
だ
と
言
い
切
る
。「
人
生
設

計
の
中
に
、
い
つ
も
農
業
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
『
そ
ろ
そ
ろ
出
す

か
』
と
い
っ
た
気
持
ち
で
し
た
ね
」。

　

彫
刻
家
を
目
指
し
て
い
た
遠
藤
さ

ん
。　

歳
で
結
婚
し
、
彫
刻
の
仕
事

１９

の
傍
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
な
ど
も
し

て
い
た
と
の
こ
と
。
農
業
を
始
め
る

に
当
た
り
、
埼
玉
県
で
１
年
間
研
修

を
受
け
た
。
そ
こ
は
有
機
農
業
が
盛

ん
な
町
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
人
を
引
き
つ
け
る
農
業
と
い
う

も
の
を
そ
こ
で
知
り
、
農
業
の
多
角

的
な
面
白
さ
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
」
と
、
目
を
輝
か
せ
る
。

　

子
ど
も
が
い
た
こ
と
で
、
日
頃
か

ら
口
に
す
る
も
の
を
気
に
し
て
い
た

と
い
い
、「
食
べ
る
も
の
が
体
を
作

る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し

た
」
と
話
す
。

　
「
こ
の
土
地
で
生
き
て
い
こ
う
と

決
め
ま
し
た
」。
奥
さ
ん
の
実
家
が

あ
る
佐
伯
地
域
に
引
っ
越
し
て
す
で

に
５
年
。
米
の
ほ
か
、
通
年
作
れ
る

野
菜
は
ほ
と
ん
ど
手
掛
け
た
。
そ
の

満月農園でつくるポテトチッ
プス。リピーターも多いとか。
収穫時期にしかできない季節
限定商品。

佐伯農業者クラブえんどう・あきひと　　遠藤　章人さん（３１歳・津田）
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自然と農業を選んだ

　
「
家
が
農
家
だ
っ
た
と
い
う
の
が

一
番
の
理
由
で
す
ね
」
農
業
を
選
択

し
た
理
由
を
そ
う
話
す
三
田
栄
造
さ

ん
。
小
さ
い
頃
か
ら
家
の
手
伝
い
を

し
て
き
た
が
、
農
業
を
嫌
い
に
な
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
手
伝
い
も
無
理
に
や
ら
さ
れ
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
り
た
け
れ

ば
や
れ
ば
い
い
と
い
っ
た
感
じ
で
し

た
。
父
か
ら
す
れ
ば
、『
何
か
や
ら

せ
て
お
け
ば
、
自
分
の
仕
事
の
じ
ゃ

ま
を
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
』
と
い
っ
た

感
じ
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」

と
笑
っ
て
話
す
。

　

高
校
、
大
学
で
は
、
将
来
取
り
組

み
た
い
と 
花  
卉 
を
専
攻
。「
野
菜
の
こ

か 

き

と
は
父
に
聞
け
ば
い
い
。
そ
れ
以
外
の

こ
と
を
勉
強
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」。

　

三
田
農
園
で
は
、　豫
の
農
地
で
、

４０

水
稲
の
育
苗
を
中
心
に
、
野
菜
全
般

を
手
掛
け
て
い
る
。
父
の 
重  
實 
さ
ん

し
げ 

み

ら
家
族
で
協
力
し
、
日
々
汗
を
流
し

て
い
る
。

　
「
農
業
を
し
な
が
ら
の
生
活
が
一

番
人
間
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
、

い
つ
も
家
族
が
見
え
る
と
こ
ろ
に
い

る
。
恵
ま
れ
て
い
る
環
境
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」
三
田
さ
ん
に
と
っ
て
農

業
は
仕
事
で
も
あ
る
が
、
生
活
の
一

部
。
生
活
を
大
事
に
で
き
る
職
種
だ

と
い
う
。

生産価格の下落や、低い食糧自給率など、

厳しい状況が続く農業。

その中で、「農業で生きる」ことを選択したクラブ員。

持続可能な農業の可能性を求める声を聞く―。

　

以
前
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
大
学
校
卒
業
後
、
即
ク
ラ
ブ

に
加
入
。
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
相
談

し
た
り
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
た
り

で
き
る
こ
と
は
、
孤
独
な
作
業
を
行

う
農
業
者
に
と
っ
て
良
い
こ
と
ば
か

り
だ
と
話
す
。

　
「
農
業
に
従
事
し
て
い
る
と
、
親

子
だ
け
で
話
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

が
あ
る
と
い
う
の
は
と
て
も
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。
ク
ラ
ブ
員
の
関
係

は
友
人
で
あ
り
、
仲
間
。
そ
し
て
、

い
い
意
味
で
の
上
下
関
係
も
残
っ
て

い
ま
す
」。
つ
な
が
り
を
大
事
に
す

る
ク
ラ
ブ
。
新
規
就
農
者
や
新
た
に

加
入
し
た
ク
ラ
ブ
員
に
は
、
ま
ず
地

域
の
つ
な
が
り
か
ら
教
え
て
い
く
。

「
ま
ず
は
地
元
に
な
じ
む
こ
と
。
こ

れ
が
一
番
大
事
な
ん
で
す
」。　

　

三
田
さ
ん
は
ク
ラ
ブ
の
会
長
だ
け

で
な
く
、
広
島
県
農
村
青
少
年
連
絡

協
議
会
の
会
長
も
務
め
た
。

　
「
父
の
時
代
は
、
仕
事
を
す
る
だ

け
で
精
一
杯
で
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
が
そ
う
い
っ
た
場
に

出
て
、
多
く
の
も
の
を
吸
収
し
て
帰

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
父
の
お
か
げ

で
す
。
環
境
を
作
っ
て
く
れ
た
父
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
」。
今
後
は
そ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
地

域
で
生
か
し
て
い
く
か
が
大
事
だ
と

話
す
。

このまちの農業の未来

　
「
私
た
ち
は
廿
日
市
市
の
農
業
を

守
っ
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
」
と

三
田
さ
ん
は
強
調
す
る
。
将
来
の
こ

の
ま
ち
の
農
業
を
想
像
す
る
と
、
少

し
不
安
も
あ
る
と
い
う
。「
現
在
、

農
業
者
の
多
く
は
兼
業
農
家
で
、
少

子
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
で
田
ん
ぼ

や
畑
を
手
放
す
人
が
増
え
て
い
ま
す
。 　

年
後
、　

年
後
に
廿
日
市
で
米
が

１０

２０

作
れ
て
い
る
の
か
、
野
菜
が
作
れ
て

い
る
の
か
先
の
見
え
な
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
専
業

農
家
で
あ
る
私
た
ち
の
知
識
が
少
し

で
も
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
」。

農家である父の背中を見て育った。佐
伯中から西条農業高校、東京の農業者
大学校へ進み、三田農園を継ぐ。高
校・大学では花卉（かき）を専攻。育
苗・野菜が主の三田農園で、新たな挑
戦を続けている。

農業後継者の声

先の見えない時代。将来のこのまちの農業を支える存在でありたい―

特集  われら、佐伯農業者クラブ―　　  農業の未来を担う若者たち 農業者の声を聞く

佐伯農業者クラブみた・えいぞう　三田　栄造さん（３９歳・峠）
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廿
日
市
市
で
就

農
し
、
４
年
目
の

部
屋
さ
ん
が
、「
農

業
担
い
手
育
成
研

修
会
」
で
「
新
規

就
農
者
か
ら
農
業

経
営
者
へ
」
と
題

し
、
事
例
を
発
表

し
た
。

　
「
畑
を
楽
し
み
な
が
ら
働
き
た

い
」
と
い
う
願
い
か
ら
「 
畑  
楽 

は
た 
ら
く

フ
ァ
ー
ム
」
と
い
う
屋
号
に
し
た

と
い
う
。
現
在
、　豫
の
農
地
で

６５

従
業
員
２
人
を
雇
用
し
て
い
る
。

　

広
島
市
内
に
あ
る
「 
酔  
心 
」
に

す
い 
し
ん

総
菜
に
使
用
す
る
野
菜
を
提
供
し

て
い
る
こ
と
が
、
安
定
し
た
収
入

を
得
ら
れ
て
い
る
大
き
な
要
素
だ

と
い
う
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
と
い

う
方
法
で
、
あ
ら
か
じ
め
品
目
、

数
量
、
時
期
、
価
格
な
ど
を
取
り

決
め
て
作
付
け
し
、
出
荷
し
て
い

る
。

　
「
で
き
た
野
菜
を
で
き
た
分
だ

け
出
荷
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト

と
い
う
方
法
よ
り
も
、
収
入
の
見

通
し
が
立
ち
、
計
画
的
な
経
営
が

実
現
で
き
、
生
産
・
経
営
の
能
力

が
上
が
り
ま
す
」。

　

た
だ
し
、
課
題
は
、
安
定
し
た

収
穫
量
を
確
保
す
る
だ
け
の
技
術

と
、
安
全
率
を
見
込
ん
だ
作
付
け

が
必
要
と
の
こ
と
。

　
「
納
品
数
の
確
保
が
一
番
重
要

な
こ
と
な
ん
で
す
。
現
在
、
納
品

数
が
足
ら
な
い
と
き
に
は
農
業
者

ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
確
保
し
て
い
ま
す
」。

　
「
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
生

産
者
仲
間
と
の
協
力
関
係
づ
く
り

で
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

あ
っ
て
こ
そ
可
能
な
こ
と
。
農
業

に
限
ら
ず
、
最
後
は
人
の
心
な
ん

で
す
」
と
語
っ
た
。 広島市出身。大学卒業後システムエン

ジニアや経理を経験。その後農業を志
し、平成２１年度廿日市市新規就農者育
成事業で、１年間の研修を受け、平成
２２年に就農。浅原で畑楽ファームを経
営。主にイチゴと野菜に取り組む。

クラブのネットワークを生かし、納品数の確保へ

　

野
菜
や
果
物
、
水
稲
な
ど
の
農

業
者　

人
と
同
委
員
や
市
職
員
合

２３

わ
せ
て　

人
が
参
加
し
た
意
見
交

４８

換
会
。
平
成　

年
度
に
始
ま
り
、

２３

今
回
で
２
回
目
。
前
回
農
業
者
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
の
農
家
を
訪
問
す
る
現
地
研

修
を
実
施
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の 
梶  
原  
安  
行 
会
長

か
じ 
わ
ら 
や
す 
ゆ
き

は
、「
地
域
の
現
状
、
困
っ
て
い

る
こ
と
や
目
指
す
べ
き
姿
を
話
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
　

人
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

１０
れ
、
意
見
を
交
換
さ
せ
た
。「
年

間
の
生
産
量
を
増
や
そ
う
と
思
え

ば
燃
料
代
の
コ
ス
ト
が
上
が
る
。

何
か
支
援
策
を
」
と
い
っ
た
声
や

「
規
格
外
の
野
菜
の
扱
い
を
ど
う

す
る
の
か
」
と
話
す
参
加
者
も
い

た
。

　
「
観
光
と
農
業
」
の
連
携
を
求

め
る
声
も
あ
っ
た
。「
宮
島
の
集

客
力
を
利
用
し
、
山
間
部
に
呼
び

込
ん
で
は
」、「
点
在
す
る
観
光
農

園
を
点
で
結
ぶ
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド

が
で
き
れ
ば
」、
な
ど
と
語
る
場

面
も
。

　

農
家
が
直
面
す
る
悩
み
も
多
く

の
参
加
者
が
口
に
し
た
。「
農
業

経
営
は
た
く
さ
ん
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
こ
う
い
う
会
を
重
ね
、

意
見
交
換
が
で
き
れ
ば
」
と
農
業

委
員
の
一
人
は
話
す
。

市内農業者が、農業委員会と意見交換
クラブ員も９人参加した。写真左は、原で「はつ
かいち苺ファーム」を経営する山本貴志さん。

「継続でき、食べていける農業を」、「販路の問題
をどうするか」など、多岐にわたり情報交換した。

　農業委員会では、農業の新たな可能性を探るため、さま
ざまな取り組みを行っている。
　８月５日、農業委員会と市内の農業者との意見交換会が
開催され、個々の問題点や課題、目指す姿などを話し合った。
　また、「農業担い手育成研修会」は、１１月２２日にさくらぴ
あで行われ、講師に㈱オーガニックネットワーク代表 石  井 

いし い

 宏  治 さんを迎え開催。約２００人の参加者が、田中さんの話に
こう じ

耳を傾けた。その後、市内の農業者である禍とくなが園芸
代表 徳  永  和  宏 さんと、 畑  楽 ファーム代表 部  屋  伸  仁 さんが自

とく なが かず ひろ はた らく へ や のぶ ひと

らが取り組んでいる事例を発表した。
　農業委員会では、こうした取り組みを進め、農業の新た
な可能性を模索している。

農業の新たな可能性を探る

佐伯農業者クラブへや・のぶひと　　部屋　伸仁副会長（３５歳・浅原）
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　厳しい現状を抱える農業。これか
らの廿日市市の農業をどうやって
守っていくか、生活するために必要
な所得を確保できる農業者をどう
やって育てるかといったことも、考
えなければならない時代になってい
ます。
　農家の減少や衰退は、そのまま地
域の衰退へと直結します。また、農

地を放置していれば限界集落への危
機も含んでいます。
　農業者の未来が明るいものである
ために、農業者と行政のパイプ役を
果たし、よりよい農業環境を自らの
手で作ることがクラブの使命だと考え
ています。
　それぞれの「個」がプロの農業者。
その技術は、親から子へと引き継が

れ、同じ農業者であっても一緒に作
業することはなかなかありませんで
した。しかし、その技術を「共」有
することで、個人では難しかった課
題の解決への糸口は見つかると思っ
ています。
　事実、クラブ員のつながりから、
流通のネットワークが生まれ、現在
も広がりつつあります。こうした新
しい動きを活性化していきたいと
思っています。
　はるか昔から人々は、「 手  間  換 え」

て ま が

といって、田植えや稲刈りなど、人
手が必要なことは地域で共同して作
業を行ってきました。実は農業とい
うものは、一人ではできないものな
んです。
　また、農業者である前に、自分た
ちも地域の住民です。農業者の視点
で、地域を活性化させることが重要
だと考えています。

「子どもたちとの活動を通じて、実は私たちは楽しんでいるんです」と会長の兼本さんは笑って話す。ク
ラブ員同士の横のつながりから、子どもたちとの世代を超えたつながりへとその活動は広がっている。

特集  われら、佐伯農業者クラブ―　　  農業の未来を担う若者たち 未来への展望

「個」から「共」へ、そして世代を超えたつながりへ―

　

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は

厳
し
い
中
、
ク
ラ
ブ
員
は
地

域
に
根
を
下
ろ
し
、「
農
業
と

い
う
生
き
方
」
を
選
択
し
、

地
域
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、

ま
ち
を
輝
か
せ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ち
の
農
業
の
未
来

が
明
る
い
も
の
で
あ
る
た
め

に
は
、「
こ
の
ま
ち
で
農
業
を

や
り
な
が
ら
生
き
て
い
き
た

い
」
と
思
え
る
よ
う
な
「
産

業
と
し
て
の
農
業
」
の
確
立

が
必
要
不
可
欠
だ
。
そ
の
土

地
で
長
く
育
ま
れ
て
き
た
強

み
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
、
そ
の
先
駆
者
と

し
て
ク
ラ
ブ
員
は
、
日
々
農

業
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

　

や
り
が
い
と
魅
力
の
あ
る

農
業
の
実
現
。
こ
の
ま
ち
で

農
業
を
選
択
し
、
安
心
し
て

結
婚
・
子
育
て
・
生
活
が
で

き
る
農
業
環
境
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
こ
と
が
現
在
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

佐伯高校を卒業後、農家である家の手
伝いなどに従事。２９歳で本格的に農業
に携わると同時にクラブに加入。現在、
山太郎（さんたろう）農園を父と一緒
に経営。約３．２盾の土地で、水稲や根
菜を主に作っている。

Interview 佐伯農業者クラブかねもと・りゅうじ　　兼本　龍二会長（３７歳・浅原）

特集  われら、佐伯農業者クラブ―

　　　農業の未来を担う若者たち　―終わり―

「産業としての農業」の確立へ向けて
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玖島の誇りは、海を越えて―
　昨年２月に行われた、今すぐｅｃｏじゃけん広島「こど
も環境会議」で「影絵劇」を披露した玖島小児童。それが
きっかけとなり、環境教育の取り組みの一つとしてマレー
シアのクライト小学校との交流が行われている。　
写真＿３　玖島小児童が描いた絵の前に並ぶクライト小の
児童。　写真＿４　クライト小児童が描いた絵の前に並ぶ
玖島小児童。4 3

Yamashita Yoshihumi

　１１月２４日、玖島小学校体育館で
「劇団かかし座」による「長靴をは
いたねこ」の公演が玖島市民セン
ター主催で行われた。
　この公演は「子どもたちだけで
なく、地域の人たちにも影絵に親
しんでほしい」と 沖  室  浜  子 さん

おき むろ はま こ

（玖島）の寄附により実現。
　かかし座と玖島小とは今までも
深いつながりがある。
　平成２２年に「手作りのペープ
サート（紙人形劇）を通じて、地
域を元気にしたい」という玖島小
学校２年（当時） 正  木  蓮 くんの夢

まさ き れん

が、青少年育成広島県民会議夢配
達人プロジェクトに選ばれた。そ
こで同校ＯＢで、影絵の専門劇団
であるかかし座の団員である山下
義文さんを小学校に招き、影絵劇
について学んだ。影絵に使う人形
の制作も山下さんと一緒に行った。
　また、夢の実現には、地域で実
行委員会をつくるなどの全面的な
支援があった。それはまさに、「子
どもたちの夢の実現に向け、地域
が一つになって作り上げた宝物」
だった。

は思っています」。山下さんは、影
絵の魅力についてそう話す。
　児童数２１人の同校。公演の際は
全児童で取り組む。この日も午前
中に行われた学習発表会で「おれ
が守ってやる」を披露。「小規模
校なので全員が力を合わせて作り
上げることを大切にしています。
与えられた役割に責任を持って取
り組むことで自信にもつながって
いると感じています」と 桂  南  知  子 

かつら な ち こ

校長は話す。
　山下さんは、「みんなで作った
影絵は、玖島小オリジナルです。
小さな学校だけど、影絵があるこ
とに誇りと自信を持ち、玖島小の
伝統として取り組んでほしいです
ね」と話してくれた。

　こうして、オリジナル影絵劇
「おれが守ってやる～お父さんあり
がとう～」が出来上がった。それ
は、ワニとイグアナの心温まるス
トーリー。夢がかなった児童たち
は、地域の集会所を公演して回り、
地域の人たちはその姿に誰もが目
を細めたという。
　「影絵は、演劇や人形劇と違っ
て実体がありません。しかも色が
なく、黒一色です。しかし、その
省略されている部分に見る人が思
うように色を付けて見ることがで
きるんです。私たちは影を見たと
き、その向こうの実体を思い浮か
べ、表情や感情までも想像します。
つまり影絵劇とは、人間の想像力
をフル稼働して楽しむ演劇だと私

４３歳。横浜市在住。玖島小、佐伯中学校
卒。大学で影絵を勉強し、卒業後「かか
し座」に入団。俳優として「黄金のかも
しか」、「ニールスのふしぎな旅」などに
出演。現在は、企画営業部に所属。

影絵を玖島の誇りに―玖島出身の山下義文さん玖島小で凱旋公演
劇団かかし座　　やました・よしふみ　　山下　義文さん

劇団かかし座
日本初の影絵専門劇団。神奈川県横浜市に本部と稽
古場を置き、年間１２００本の公演をこなす。昨年創立
６１周年を迎えた。
写真＿１　「長靴をはいたねこ」。影絵を基本に歌な
ども取り入れ、役者がスクリーンの前で演じる。
写真＿２　人形を使った影絵のほかに、手を使って
動物などを作る「手影絵」も披露。児童も挑戦した。2 1

さまざまなシーンで活躍する３人のアーティストがオープ
ニングに集結。嚴島神社を舞台に、３人の強烈な個性が
融合し　瀬戸内に「FIT」する三つどもえのコラボレー
ションパフォーマンスを展開。「瀬戸内しまのわ２０１４」の
オープニングを華やかに彩ります。
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平
成　

年
度
の
ご
み
処
理
状
況

２４

　

今
回
は
平
成　

年
度
の
市
の
ご
み

２４

処
理
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

市
の
年
間
ご
み
排
出
量
は
こ
の
２

年
間
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成　

年
２４

度
は
３
万
５
８
６
７終
で
す
（
下
図

参
照
）。
そ
し
て
、
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
う
ち
約
１
割
が
食
べ
残
し
や
手

付
か
ず
の
食
品
で
す
。
も
っ
た
い
な

い
と
い
う
気
持
ち
で
生
活
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
処
理
費
や
維
持
管
理
経
費
は
、

年
間
約　

億
７
５
０
０
万
円
掛
か
っ

１７

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
市
民
１
人
あ
た

り
に
換
算
す
る
と
約
１
万
６
千
円
。

ご
み
１終
当
た
り
で
は
約
５
万
円
で

す
。
ご
み
１終
あ
た
り
の
処
理
費
の

内
訳
は
、
収
集
運
搬
費
９
千
円
、
中

間
処
理
費
３
万
８
千
円
、
最
終
処
分

費
千
円
、
そ
の
他
２
千
円
で
す
。

　

市
は
合
併
前
の
ご
み
処
理
体
制
を

継
承
し
、
複
数
の
施
設
で
処
理
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
間
処
理

に
か
か
る
費
用
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
ご
み
処

理
施
設
の
集
約
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ごみインフォメーション

　廃棄物処理やごみ分別などに関するお知らせを

　シリーズでお伝えしていきます。

問合せ廃棄物対策課緯運９１３３No.5　

次
回
は
、
平
成　

年
９
月
に
実
施
し
た
、

２５

ご
み
処
理
に
関
す
る
市
民
意
向
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
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35,696 35,479 34,696 35,542 35,867

832

570 564 543 559 561
600

800

1,000

1,200

1,400

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

g/

24,451 24,222 23,324 23,956 24,134

832

570 564 543 559 561

0

200

400

600

800

0

5,000

10,000

15,000

20,000

g
/

/

833829808826※グラフ中のごみ排出量には、集
団回収量は含まない

家庭系ごみ　家庭から排出され、
収集委託業者が運搬するごみ
（収集ごみ）
事業系ごみ　事業所から排出され、
収集許可業者あるいは事業者自
らが運搬するごみ

ごみ排出量　家庭系ごみ＋事業系
ごみ

オープニングイベント3月21日華
歴
史
的
景
観
や 
多  
島  
美 
を
有
す
る
瀬
戸
内
海
を
舞
台
と
し
て
、

た 

と
う 

び

豊
か
な
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
磨
き
上
げ
、
新
た
な
魅
力
を
発
信
す
る

瀬
戸
内
し
ま
博
覧
会
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」。

３
月　

日華
～　

月　

日蚊
ま
で
の
間
、

２１

１０

２６

広
島
県
・
愛
媛
県
の
島
し
ょ
部
や
沿
岸
部
で

１
０
０
を
超
え
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、

島
と
島
の
つ
な
が
り
の
「
輪
」
を
人
の
「
和
」
へ
と
つ
な
げ
ま
す
―
―
。

問
合
せ　

瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
実
行
委
員
会
事
務
局緯
０
８
２
（
５
１
３
）
３
４
５
０

FIT Future Alive縁～島の輪がつながる「幻奏夜」

 古  澤 　 巌 ふる さわ いわお
バイオリンの革命児

 石  井 　 竜  也 いし い たつ や
稀代のエンターテイナー

 東  儀 　 秀  樹 とう ぎ ひで き雅楽の貴公子

■ウエルカムステージ
と　き　１０時～１７時（予定）
ところ　宮島桟橋前広場特設ステージ　
　開催エリアの広島・愛媛の１３市町によるス
テージＰＲなど、多くの人が見て、触れて、
参加できるイベントを実施。■開幕記念式典
と　き　１３時～１４時（予定）
ところ　宮島桟橋前広場特設ステージ　
　愛媛県から関係者が１隻の船で宮島に参集。
広島県側がステージに迎え、「島の輪がつな
がる。人の和でつなげる」をコンセプトとす
る「瀬戸内しまのわ２０１４」の開幕を宣言。■オープニング記念コンサート
と　き　１９時開演、２０時４５分終演予定
ところ　嚴島神社高舞台　
※入場券は１月９日昭１３時～１５日昌ローソ 
ンチケット緯０５７０（０８４）６６３で予約受付。
Ｓ席８，０００円、Ａ席５，０００円
問合せ　ハローダイヤル緯０５０（５５４２）８６００
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第６２回佐北駅伝大会タスキでつなぐ想い、佐伯路を駆け抜ける
　１２月８日に開催された第６２回佐
北駅伝大会。男子２７．８娃、女子
１４．６娃のコースでその健脚を競い
ました。
　レースは、５部門７２チームが出
場しました。一般男子の部で旧・
広島修道大学、高校男子の部で、
広島皆実高校Ａ、中学男子の部で
熊野東中学校Ａ、一般女子の部で
高陽東高校、中学女子の部で熊野
中学校が優勝。沿道からは多くの
声援が送られました。

写真は、号砲一発、玖島大沢峠から一斉にス
タートする選手。佐伯路を駆け抜ける熱いレー
スがここから始まりました。

新宮中央公園イルミネーション点灯式色とりどりの電飾が、冬を彩る
　１２月２日、新宮中央公園でイル
ミネーションの点灯式が行われま
した。市造園緑化建設業協会と市
建設業協会のボランティアによっ
て運営され、今年は新たに嚴島神
社の大鳥居を模した電飾を設置し
ました。
　「去年も見に来ました。ライトアッ
プされた公園はとてもきれいです」
と点灯式に来ていた 高橋  一颯 くん

たかはし いっさ

（１１歳・須賀）。七色に彩られた公
園を訪れてみてはいかがですか。

写真は今年で１０回目を迎えたイルミネーション
の一部。点灯時間は１７時３０分から２３時。１月３１
日晶まで行われます。

人権問題を考える・いきいきセミナー性の多様性の理解に向けて
　「人権問題を考える・いきいきセ
ミナー」が１２月１４日、大野図書館
２階で行われました。
　広島修道大学人文学部 河  口  和  也 

かわ ぐち かず や

教授が、国内外での事例や自らの
同性愛者としての経験を交えて講
演。「近年では日本でも『異性愛』
という言葉が辞書に登場するなど、
時代も大きく変わりました。これ
から一人一人が生活しやすくなる
よう頑張っていきたい」と力強く
話しました。

どうしたら「性の多様性」を受け入れる社会を
築くことができるのかを訴えた河口教授。約７０
人の参加者は、興味深く耳を傾けていました。

市制施行２５周年記念Ｖ・プレミアリーグ男子開幕戦迫力のプレーを間近で、緑の歓声に包まれる
　１２月７、８日、市制施行２５周年
を記念し、バレーボール、Ｖ・プ
レミアリーグ男子の開幕戦がサン
チェリーで行われました。
　開幕のセレモニーでは眞野市長、
奥教育長からサントリーサンバー
ズ、ＦＣ東京の選手へ花束が贈呈
されました。
　７日第二試合では地元広島のＪ
Ｔサンダーズが登場。会場はチー
ムカラーの緑に包まれ、３対１で
勝利を収めました。

写真はJTサンダーズ対ジェイテクトSTINGSの
試合前にＪＴサンダーズの選手とハイタッチを
交わす佐方バレーボールクラブの皆さん。

人権フェスタ２０１３「ハードルを越える」為末大さんが講演
　１２月７日、「人権フェスタ２０１３」
がさくらぴあで開催され、第１部
で人権作品入選者の表彰式が行わ
れました。
　第２部では、「侍ハードラー 為 

ため

 末  大 さん」が自らの体験から導か
すえ だい

れた、諦めないことの大切さにつ
いて話しました。
　講演後の質問コーナーでは、多
くの質問に丁寧に回答された為末
さん。参加者はその言葉にしっか
りと聞き入っていました。

講演後のアンケートには「為末さんのお話を聞き、
何かやってみたくなった」と言った頑張る自分を
思う意見が多くありました。

市役所正面玄関にイルミネーションやさしい光で、ホール利用者を迎える
　市役所正面玄関にクリスマスの
イルミネーションが登場しました。
　「子どもたちと一緒に飾り付けを
したい」と青少年健全育成しゃぼ
ん玉新聞発行委員会が取り組みま
した。電飾や飾りは家で眠ってい
るものをみんなで持ち寄ったそう
です。
　１２月１日夕方に行われた点灯式
では、眞野勝弘市長がサンタ姿で
登場。約２００人の参加者にプレゼン
トが配られました。

「ホールを利用する人の心を少しでも癒すことがで
きれば」と、しゃぼん玉新聞代表の後藤香代子さ
ん。１２月２５日まで点灯しました。

My Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します売り切れ次第終了ところ　新宮中央公園（けん玉公園）■１月２０日捷８時３０分～１０時３０分今月の廿日の市問　はつかいち観光協会緯雲５６５６nformationIews ＆ N
と　

き　

１
月　

日蚊　
時
～　

時

１２

１０

１２

と
こ
ろ　

昭
北
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
会
場
周
辺
の
道
路
は
、
駐
車
禁
止

で
す
。
車
で
来
場
す
る
場
合
は
、

係
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

内　

容　

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
上
空
広
報
、
入
場
パ
レ
ー
ド
、

消
防
団
員
表
彰
、
公
開
訓
練
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

※
雨
天
の
場
合
は
、
消
防
団
員
表
彰

の
み　

時　

分
か
ら
さ
く
ら
ぴ
あ

１０

３０

小
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
テ
レ
ホ

ン
ガ
イ
ド緯穎
２
５
４
８

　

１
月　

日蚊
は
文
化
財
防
火
デ
ー

２６

で
す
。
掛
け
替
え
の
な
い
貴
重
な
文

化
財
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
文
化

財
防
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
１
月　

日画
９
時　

分
～

２４

３０

と
こ
ろ　
 
立
善
寺 
（
原
）

り
ゅ
う
ぜ
ん
じ

問
合
せ　

廿
日
市
消
防
署緯盈
９
２

３
４

●
１
月　

日画
９
時
～

２４

と
こ
ろ　

安
井
家
（
浅
原
）

問
合
せ　

佐
伯
分
署緯演
１
３
１
２

●
１
月　

日蚊　
時
～

２６

１６

と
こ
ろ　

嚴
島
神
社
（
宮
島
）

問
合
せ　
宮
島
消
防
署緯瑛
２
８
０
０

と　

き　

１
月　

日臥　
時
～

１１

１５

と
こ
ろ　

吉
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

内　

容　

高
さ　

ｍ
を
超
え
る
迫
力

２０

の
あ
る
大
と
ん
ど
の
ほ
か
、
催
し

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

※
駐
車
場
有
り
。
荒
天
の
場
合
中
止

（
小
雨
決
行
）

　

市
内
中
学
・
高
校
の
吹
奏
学
部
や

一
般
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
祭
典

で
す
。

と　

き　
１
月　

日蚊　
時　

分
開
演

１９

１２

３０

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

出　

演　

市
内
中
学
校
・
高
校
な
ど

※
入
場
無
料

　

平
成　

年　

月
～　

年
３
月
ま
で

２６

１０

２７

の
貸
館
利
用
者
を
決
定
す
る
調
整
会

議
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日臥　
時
～

２５

１０

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
２
０
１
会
議

室
利
用
で
き
る
事
業　

美
術
作
品
な
ど

の
展
示
（
営
利
目
的
は
不
可
）

第
３
回　

平
安
時
代
末
期
の
厳
島
神

社
の
隆
盛
と
神
主
佐
伯
景
弘

と　

き　

２
月　

日我　
時
～　

時

１２

１４

１５

　

分
３０

と
こ
ろ　

さ
く
ら
ぴ
あ
小
ホ
ー
ル

定　

員　

２
０
０
人
程
度

受
講
料　

無
料

講　

師　

県
立
広
島
大
学
人
間
文
化

学
部
教
授　
 
松  
井  
輝  
昭 
さ
ん

ま
つ 
い 
て
る 
あ
き

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
往
信
裏

面
に
、
①
名
前
、
②
ふ
り
が
な
、

③
郵
便
番
号
、
④
住
所
、
⑤
電
話

番
号
を
、
返
信
表
面
に
名
前
と
住

所
を
記
入
し
、
次
へ
。

〒
７
３
４
―
８
５
５
８

広
島
市
南
区
宇
品
東
１
―
１
―　
７１

県
立
広
島
大
学
宮
島
学
セ
ン
タ
ー

「
宮
島
学
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
③
」係

申
込
締
切　

１
月　

日画３１申
込
用
紙
配
布
期
間

　

１
月　

日我
～
２
月
４
日峨１５申

込
用
紙
配
布
場
所　

㈱
第
一
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
廿
日
市
営
業
所
、
市
役

所
５
階
住
宅
営
繕
課
ほ
か
各
支
所
。

※
申
込
資
格
な
ど
詳
細
は
、
１
月　
１５

日我
か
ら
配
布
す
る
「
申
込
の
し

お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
受
付
日　

２
月
３
日俄
・
４
日

峨
８
時　

分
～　

時　

分

３０

１８

１５

■
常
時
募
集
の
市
営
住
宅

　

空
き
が
あ
れ
ば
常
時
入
居
受
け
付

け
を
し
て
い
る
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
資
格
な
ど
詳
細
は
㈱
第
一

ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
廿
日
市
営
業
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
車
い
す
常
用
者
向
け
住
宅
の
常
時

募
集

　

廿
日
市
地
域
の
金
剛
寺
住
宅
で
車

い
す
常
用
者
向
け
住
戸
の
募
集
を
し

て
い
ま
す
。
通
常
の
申
し
込
み
資
格

に
条
件
が
加
わ
る
の
で
、
詳
細
は
㈱

第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
廿
日
市
営
業
所

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅　

市
内
の
県
営
住
宅
の
う

ち
、
新
た
に
空
き
家
が
生
じ
た
住
宅
。

受
付
期
間　

２
月
３
日俄
～
５
日我（

最
終
日
消
印
有
効
）

受
付
場
所　

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
同
組
合　

県
営
住
宅
管
理

グ
ル
ー
プ緯穎
５
３
８
７
（
廿
日

市
市
廿
日
市
二
丁
目
７
番　

号
島

２１

屋
ビ
ル
１
階
）

※
募
集
住
宅
、
申
し
込
み
方
法
お
よ

び
資
格
な
ど
詳
細
は
、
１
月　

日
２７

俄
か
ら
市
役
所
５
階
住
宅
営
繕
課

ま
た
は
㈱
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
で

配
布
す
る
「
申
込
の
し
お
り
」
お

よ
び
募
集
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い

業
務
内
容　

高
齢
者
の
相
談
、
計
画

作
成
業
務
な
ど

採
用
人
員　

２
人
程
度

勤
務
時
間　

９
時
～　

時
（
週
５
日

１６

　

時
間
）

２９
報　

酬　

月
額　

万
１
千
円

１６

資　

格　

介
護
支
援
専
門
員
、
看
護

師
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
の

い
ず
れ
か
の
資
格
お
よ
び
普
通
自

動
車
免
許
を
有
す
る
人

採
用
期
間　

４
月
１
日
～
平
成　

年
２７

３
月　

日
３１

選
考
方
法　

１
次
審
査
・
書
類
審
査
、

２
次
審
査
・
個
別
面
接

申
込
方
法　

①
履
歴
書
、
②
志
望
の

動
機
（
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
１

枚
程
度
の
作
文
）、
③
資
格
証
明

書
、
免
許
証
の
写
し
を
次
へ
直
接

ま
た
は
郵
送
で
。

〒
７
３
８
―
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

廿
日
市
市
役
所
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

応
募
締
切　
２
月　

日画　
時（
必
着
）

１４

１７

■納期限１月　日晶３１市県民税（普通徴収）第４期　国民健康保険税（普通徴収）第７期

介護保険料（普通徴収）第７期　後期高齢者医療保険料（普通徴収）第５期
■夜間納税窓口１月　日捷・　日昇２７２８　時　分～　時１７３０２０市役所１階税制収納課問税制収納課緯運９１１１

講座・催し
消防本部　警防課緯運９２３３ 新春恒例　消防出初式

■文化財防火デー
■

はつかいち観光協会吉和支部

緯猿２４０４ 吉和大とんどまつり

■生涯学習課緯運９２０３ ブラスフェスティバル

inHATSUKAICHI

■はつかいち美術ギャラリー緯欝０２２２ 美術ギャラリー利用調整会議

■

県立広島大学宮島学センター

緯０８２（２５１）９５５０ 県立広島大学
宮島学センター公開講座

■募集
指定管理者㈱第一ビルサービス廿

日市営業所緯叡１１４０ 市営住宅入居者募集

■

広島県土木局住宅課

緯０８２（５１３）４１７１ 県営住宅入居者募集

■

廿日市市地域包括支援センター

緯運９１５８ 嘱託員募集
■

広報はつかいち平成26年1月1日号15



　

育
児
休
業
を
取
得
す
る
職
員
の
代

替
と
し
て
勤
務
す
る
「
育
児
休
業
代

替
任
期
付
職
員
」
の
名
簿
登
録
者
を

募
集
し
ま
す
。

職　

種　

保
健
師

合
格
予
定
人
数　

７
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
以

３３

後
に
生
ま
れ
、
保
健
師
の
免
許
を

有
す
る
人

受
験
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

　

２
月
６
日牙
ま
で
（
必
着
）

試
験
日　

２
月　

日臥１５採
用
予
定
日
・
任
用
期
間
な
ど

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登

録
し
、
職
員
か
ら
育
児
休
業
の
請
求

が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
請
求
期
間

を
限
度
に
任
期
を
定
め
て
採
用
。
名

簿
へ
の
登
載
期
間
は
、
合
格
発
表
日

か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
。
職

２８

３１

員
の
育
児
休
業
の
取
得
状
況
に
よ
っ

て
は
、
名
簿
に
登
載
し
て
も
採
用
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

任
期
は
お
お
む
ね
１
年
以
上
３
年

未
満
で
、
採
用
時
に
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
任
期
付
職
員
の
給
与
・
手
当

な
ど
は
職
員
と
お
お
む
ね
同
等
で
す
。

試
験
会
場　

廿
日
市
市
役
所

受
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布
場
所

　

市
役
所
（
１
階
記
載
案
内
、
３
階

人
事
課
）、
各
支
所
地
域
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

あ
い
プ
ラ
ザ

※
試
験
科
目
・
勤
務
条
件
な
ど
詳
細

は
、
受
験
案
内
お
よ
び
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

業
務
内
容　

要
支
援
・
要
介
護
認
定

調
査
な
ど

採
用
人
員　

２
人
程
度

勤
務
時
間　

９
時
～　

時
（
週
５
日

１６

　

時
間
）

２９
報　

酬　

月
額　

万
１
千
円

１６

採
用
期
間　

４
月
１
日
～
平
成　

年
２７

３
月　

日
３１

※
選
考
方
法
、
応
募
資
格
、
応
募
方

法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
１
階
高
齢
介
護
課
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
募
集
要
項
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
間　
１
月　

日画
～
２
月
７
日画１０　

吉
和
魅
惑
の
里
園
内
の
山
小
屋
風

ア
ト
リ
エ
「
ま
な
び
の
森
創
作
の

館
」
で
創
作
活
動
を
行
う
芸
術
家
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
以
内

募
集
用
件　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
▼
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

お
お
む
ね
１
年
間
（
最
大
３
年
間

継
続
可
）
創
作
活
動
が
可
能
な
人

▼
創
作
活
動
（
絵
画
、
音
楽
、
舞

踊
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
）
を

行
い
、
地
域
と
の
交
流
に
積
極
的

に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
人

ア
ト
リ
エ
使
用
料　

月
額
１
万
８
千
円

応
募
方
法　

市
役
所
６
階
観
光
課
、

各
支
所
観
光
産
業
担
当
に
あ
る
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

吉
和
支
所
環
境
産
業
建
設
グ
ル
ー

プ
へ
提
出
。

申
込
期
限　

２
月　

日画１４※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

期　

間　

４
月
１
日
～
平
成　

年
３

２７

月　

日
３１

と
こ
ろ　

吉
和
５
３
７
番
地
１

募
集
区
画　
　

区
画
（
１
区
画　

㎡

３０

４５

の
内
、
菜
園
は　

㎡
、
駐
車
場
･

２７

散
水
栓
付
き
）

利
用
料
金　

年
間
１
万
２
８
０
０
円

申
込
方
法　

市
役
所
６
階
観
光
課
、

各
支
所
観
光
産
業
担
当
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

吉
和
支
所
環
境
産
業
建
設
グ
ル
ー

プ
へ
提
出
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
父
子
家
庭

の
父
が
看
護
師
な
ど
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
、
養
成
機
関
で
修
学
す

る
場
合
、
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を

支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
市

内
に
在
住
す
る
母
子
家
庭
の
母
お

よ
び
父
子
家
庭
の
父
▼
①
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人
▼
②

２
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
要

す
る
養
成
機
関
に
在
学
し
、
対
象

資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人
▼

③
就
業
ま
た
は
育
児
と
養
成
機
関

で
の
修
学
の
両
立
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

対
象
資
格　

看
護
師
（
准
看
護
師
を

含
む
）、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど

支
給
額　

月
額　

万
円
（
市
民
税
課

１０

税
世
帯
は
、
７
万
５
０
０
円
）

支
給
期
間　

修
学
期
間
の
全
期
間

（
上
限
２
年
）

※
申
請
の
前
に
必
ず
相
談
し
て
く
だ

さ
い

　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
父
子
家
庭

の
父
が
、
就
労
に
必
要
な
技
能
や
資

格
を
取
得
す
る
た
め
指
定
さ
れ
た
教

育
訓
練
講
座
を
受
講
し
修
了
し
た
場

合
、
支
払
っ
た
経
費
の　

％
（
４
０

２０

０
１
円
以
上
で　

万
円
を
上
限
）
を

１０

支
給
し
ま
す
。

対
象
者
の
要
件　

次
の
す
べ
て
を
満

た
す
市
内
に
在
住
す
る
母
子
家
庭

の
母
お
よ
び
父
子
家
庭
の
父
▼
①

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
、

ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る

人
▼
②
雇
用
保
険
法
の
教
育
訓
練

給
付
の
受
給
資
格
の
な
い
人
▼
③

教
育
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
適

職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
人
▼
④
過
去
に
こ
の

給
付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人

対
象
講
座　

雇
用
保
険
制
度
の
教
育

訓
練
給
付
の
指
定
教
育
講
座
▼
厚

生
労
働
省
が
別
に
指
定
す
る
、
就

業
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い
講
座

　

こ
の
制
度
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
・
医
療
事
務
な
ど
専
門
的
知
識
、

能
力
の
向
上
に
役
立
つ
多
彩
な
講
座

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
定
講
座

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
請
の
前
に
必
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

高齢介護課緯運９１５７ 要介護認定調査員募集

■

福祉・健康

人権・男女共同推進課緯運９１３６問です「そんちょう」平成２５年１２月１日号の解答は、人権クロスワードの答え■

nformationIews ＆ N

吉和支所環境産業建設グループ

緯猿２１１４ 創作活動家募集
■

吉和支所環境産業建設グループ

緯猿２１１４ よしわオートガルデン

農園利用者募集
■

16広報はつかいち平成26年1月1日号

人事課緯運９１２４ 保健師の登録試験

■

児童課緯運９１５３ ひとり親家庭の高等技能

訓練促進費支給制度

■

児童課緯運９１５３ ひとり親家庭の自立支援

教育訓練給付金制度

■

■ＦＭはつかいち
市政ラジオ放送周波数は　・１　７６MHz●月～金曜日　７時　分～７時　分　　時～　時　分　　時～　時　分

３０
４５１３１３１５１８１８１５

●土曜日　９時　分～９時　分
３０
４５

災害時や災害が発生する恐れがある場合

など、市からの防災情報を放送します。問広報統計課
緯運９１２１

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
が
豊
か
な
放

課
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
安
全
な
活

動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
障
が

い
の
あ
る
児
童
の
健
全
な
育
成
を
支

援
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

あ
い
プ
ラ
ザ

期　

間　
４
月
～
平
成　
年
３
月
ま
で

２７

対　

象　

市
内
在
住
者
で
保
護
者
が

就
労
し
、
放
課
後
の
見
守
り
が
必

要
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
▼
①
特
別
支
援
学
校
生
▼
②
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
市
立
中
学
校
生

定　

員　

１
日
６
人（
週
１
回
程
度
）

※
定
員
を
超
え
る
場
合
抽
選

利
用
料　

月
額
１
０
０
０
円
～
１
５

０
０
円
（
利
用
決
定
回
数
に
よ
り

異
な
る
。
お
や
つ
代
な
ど
は
別
途

実
費
負
担
）

申込み　市役所１階障害福祉課

および各支所市民福祉担当課

申込締切　２月７日画　

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
健
全
な
育

成
と
保
護
者
の
介
護
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
土
曜
日
と
夏
休
み
期
間
中

に
安
全
な
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

あ
い
プ
ラ
ザ

実
施
日
・
定
員（
一
部
実
施
し
な
い
日
有
）

●
土
曜
ク
ラ
ブ　

第
１
～
４
土
曜
日

１
回
当
た
り　

人
程
度
（
１
人
当

１３

た
り
月
１
回
程
度
）

●
夏
休
み
ク
ラ
ブ　

夏
休
み
期
間
中

の
月
～
金
曜
日　

１
回
当
た
り
４
人

程
度
（
１
人
当
た
り
３
回
程
度
）

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
▼
①
特
別
支
援
学
校
生
▼
②

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
生

※
市
内
在
住
者
に
限
る
。
夏
休
み
ク

ラ
ブ
は
、
廿
日
市
、
佐
伯
、
吉
和

地
域
の
人
が
対
象
。（
大
野
、
宮

島
地
域
の
人
は
別
途
募
集
）

利
用
料　

１
回
当
た
り
４
０
０
円

（
お
や
つ
代
な
ど
は
別
途
実
費
負
担
）

申
込
み　

市
役
所
１
階
障
害
福
祉
課

お
よ
び
各
支
所
市
民
福
祉
担
当
課

申
込
締
切　

２
月
７
日画　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
肢
体
不

自
由
ま
た
は
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人

の
補
装
具
に
つ
い
て
、
相
談
（
判

定
）
会
を
行
い
ま
す
。（
要
予
約
）

と　

き　
聴
覚
障
が
い
者
３
月
５
日我　　　　肢体不自由者３月　日牙１３受　

付　
　

時
～　

時

１３

１４

と
こ
ろ　

あ
い
プ
ラ
ザ

対
象
品
目　

聴
覚
障
が
い
者　

補
聴

器
▼
肢
体
不
自
由
者　

車
椅
子

（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
な
ど
を
除
く
）、

電
動
車
椅
子
、
座
位
保
持
装
置
、

義
肢
、
装
具

申
込
み　

市
役
所
１
階
障
害
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
ま
で
直
接

申
込
締
切

　

聴
覚
障
が
い
者　

２
月　

日我１９　肢体不自由者　２月　日牙２７と　

き　
２
月　
日蚊　
時
ス
タ
ー
ト

１６

１０

と
こ
ろ　

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

部
門
・
対
象　

５
０
０
ｍ　

幼
児
男

女
（
４
歳
以
上
で
保
護
者
伴
走

可
）
▼
１娃　
小
学
低
学
年
男
女

▼
１
・
５娃　
小
学
高
学
年
男
女

▼
３娃　
中
学
校
男
女
、
一
般
男

女
▼
１娃
親
子
リ
レ
ー　

小
学
生

と
そ
の
保
護
者
男
女
（
新
設
）

※
参
加
者
全
員
に
完
走
証
を
、
各
部

門
学
年
別
に
３
位
ま
で
表
彰

参
加
費　

大
人
８
０
０
円　

高
校
生

以
下
５
０
０
円　

リ
レ
ー
の
部
８

０
０
円
（
傷
害
保
険
代
を
含
む
）

※
ユ
ア
ッ
ク
会
員
は
割
引
あ
り

申
込
方
法　

は
が
き
に
①
参
加
者
氏

名
、
②
ふ
り
が
な
、
③
学
年
と
年

齢
、
④
学
校
名
、
⑤
郵
便
番
号
、

⑥
住
所
、
⑦
連
絡
先
、
⑧
保
護
者

ま
た
は
代
表
者
を
記
入
し
次
へ
。

〒
７
３
８
―
０
２
２
２

廿
日
市
市
津
田
５
４
５
番
地

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
ユ
ア
ッ

ク
さ
い
き

申
込
締
切　

１
月　

日画
消
印
有
効

３１

　

家
族
や
友
達
、
職
場
仲
間
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日蚊
９
時
～

１６

と
こ
ろ　

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

部　

門　

①
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
、

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
小
学
生
を

必
ず
含
む
こ
と
）

対　

象　

佐
伯
、
吉
和
地
域
在
住
、

出
身
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
小
学

生
以
上
で
１
チ
ー
ム
４
人
以
上

（
う
ち
コ
ー
ト
内
に
女
性
ま
た
は

小
学
生
が
２
人
以
上
）
の
チ
ー
ム

※
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
単
位
の
参
加
不
可

定　

員　
　

チ
ー
ム

１６

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

申
込
方
法　

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
を
郵
送

か
フ
ァ
ク
ス
で
。

申
込
締
切　

２
月　

日我
必
着

１９

※
詳
し
く
は
佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ（
無
料
体
験
会
）

と　

き

●
１
月　

日峨
、　

日峨２１２８　　時　分～　時　分１７３０１８３０●
１
月　

日画
、　

日画１７２４　　時～　時１７１８と
こ
ろ　

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
大
会
議
室

対　

象　

小
学
校
１
～
６
年
生

ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
教
室

　

ヒ
ッ
プ
・
ホ
ッ
プ
教
室
は
火
曜
日

教
室
を
新
設
し
ま
し
た
。

毎
週
火
曜
日　
　

時
～　

時　

小
学

１７

１８

校
１
～
６
年
生

毎
週
金
曜
日　
　

時
～　

時 

１７

１８

小
学
校
１
～
６
年
生
▼　

時　

分

１８

１５

～　

時　

分　

中
学
生
～
大
人

１９

１５

と
こ
ろ　

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
大
会
議
室

■
太
極
拳
（
無
料
体
験
会
）

　

初
心
者
や
男
性
も
大
歓
迎
で
す
。

と　

き　

１
月　

日臥
、　

日臥１８２５　　　　９時　分～　時３０１１と
こ
ろ　

宮
園
小
学
校　

体
育
館

※
靴
底
の
薄
い
運
動
靴
（
あ
れ
ば
）、

飲
み
物
を
持
参

※
ヨ
ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
バ
レ
ト
ン

の
教
室
も
サ
ン
チ
ェ
リ
ー
で
開
催

（
無
料
体
験
も
実
施
中
）。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

スポーツ
ユアックさいき（佐伯総合スポー

ツ公園内）緯演１２６１ 第　回早春マラソン大会

３５■

ユアックさいき（佐伯総合スポー

ツ公園内）緯演１２６１ 第３回町内
ソフトバレーボール大会

■

■近隣市町の情報をお知らせ【広島県】
ハロー！スノーキッズ２０１４と　き　３月中旬まで

ところ　広島・島根県内のスキー場内容特に第１･３土曜日はとってもお得な「子どもデー」です。子どものスキーリフト券割引や

キッズビキナー無料レッスン、雪・ソリ遊びなど家族で楽しめる各種イベントが盛りだくさん。問広島県観光課緯０８２（５１３）３３８９

nformationIews ＆ N 障害福祉課緯運９１２８ 障がい児の放課後クラブの

利用者募集
■障害福祉課緯運９１２８ 障がい児のつどい利用者募集

■

障害福祉課緯運９１５２ 補装具相談（判定）会

■

広報はつかいち平成26年1月1日号17

廿日市スポーツクラブ緯曳４１５０・胃映３５６０ ヒップホップ・太極拳

無料体験会
■



と　

き　

２
月
２
日蚊受　

付　

８
時　

分
～
９
時　

分

３０

２０

　

９
時　

分
ス
タ
ー
ト
（
予
定
）

４０

コ
ー
ス　

廿
日
市
市
役
所
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
住
吉
堤
防
を

往
復

対　

象　

２娃
コ
ー
ス　

小
学
校

５
・
６
年
生
と
一
般
女
子
の
み
▼

３娃
コ
ー
ス　

中
学
生
以
上

定　

員　

３
０
０
人

参
加
費　

小
・
中
学
生
２
０
０
円
、

高
校
生
以
上
５
０
０
円

※
大
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す

申
込
方
法　

市
内
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

サ
ン
チ
ェ
リ
ー
、
大
野
体
育
館
に

あ
る
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
な
お
郵
送
の
場
合
は
次
へ
。

〒
７
３
８
―
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

廿
日
市
市
役
所
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

申
込
締
切　

１
月　

日我１５　

廿
日
市
市
、
広
島
市
、
大
竹
市
の

中
学
校
対
抗
女
子
駅
伝
で
す
。
皆
さ

ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
２
日蚊　
時
ス
タ
ー

１１

ト
（
予
定
）

開
会
式　

９
時　

分
～
さ
く
ら
ぴ
あ

３０

コ
ー
ス　

市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
し
、
住
吉
堤
防
を
往
復

※
９
時　

分
か
ら
同
じ
コ
ー
ス
で
市

４０

民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
開
催

交
通
制
限　

９
時　

分
か
ら　

時　

３０

１２

３０

分
ま
で
市
役
所
周
辺
一
部
交
通
制

限
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

　

広
島
市
・
廿
日
市
市
間
を
往
復
す

る
、
天
皇
盃　

第　

回
全
国
都
道
府

１９

県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会
（
全
７

区
間　娃
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

４８

　

市
内
で
は
、
国
道
２
号
（
宮
島
街

道
）
の
第
３
区
、
第
４
区
お
よ
び
第

５
区
を
各
選
手
が
走
り
、
第
３
中
継

所
（
宮
島
口
桟
橋
前
ロ
ー
タ
リ
ー
）、

第
４
中
継
所
（
Ｊ
Ｒ
阿
品
駅
南
）
で

は
「
た
す
き
リ
レ
ー
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日蚊　
時　

分

１９

１２

３０

と
こ
ろ　

平
和
記
念
公
園
前
ス
タ
ー

ト
（
雨
天
決
行
）

交通規制　　時～　時まで
１２１５

と　

き　

２
月
２
日蚊
・
９
日蚊
・

　

日華
・　

日蚊１１１６※
各
日
、
受
付
は
８
時　

分
か
ら

３０

と
こ
ろ　

大
野
体
育
館

種　

目　

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
、

Ｆ
、
Ｓ
、
Ｊ
級
（
小
学
生
の
部
）

の
団
体
戦

対　

象　

小
学
生
以
上

定　

員　

各
日　

チ
ー
ム

４０

参
加
費　

１
チ
ー
ム
９
千
円
（
中
・

高
校
生
７
千
円
、
小
学
生
５
千

円
）
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

妹
背
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ォ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
あ
る
参
加
申

込
書
を
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

申
込
締
切　

１
月　

日俄２０　

今
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

人
は
、
平
成　

年
４
月
２
日
～　

年

１９

２０

４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

「
入
学
期
日
及
び
学
校
指
定
通
知
書
」

（
以
下
「
通
知
書
」）
を
１
月　

日画３１ま
で
に
各
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。

●
国
・
私
立
小
学
校
な
ど
へ
の
入
学

　

入
学
が
決
ま
っ
た
ら
、
通
知
書
、

入
学
承
諾
書
※
、
印
鑑
※
を
通
知
書

に
記
載
の
小
学
校
ま
た
は
教
育
指
導

課
へ
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

●
中
学
校
へ
の
入
学

　

今
年
４
月
に
中
学
校
へ
入
学
す
る

人
は
、
通
知
書
を
１
月　

日画
ま
で

３１

に
在
学
中
の
小
学
校
か
ら
配
布
し
ま

す
。
市
外
の
小
学
校
に
在
学
中
の
人

は
、
各
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。

●
国
・
県
・
私
立
中
学
校
な
ど
へ
の
入
学

　

入
学
が
決
ま
っ
た
ら
、
通
知
書
、

入
学
承
諾
書
、
区
域
外
就
学
届
書

（
小
学
校
か
ら
配
布
）
を
在
学
中
の

小
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
外
の
小
学
校
に
在
学
中
の
人
は
、

通
知
書
、
承
諾
書
、
印
鑑
を
教
育
指

導
課
へ
持
参
し
て
手
続
し
て
く
だ
さ

い
。

注
意
事
項

　

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
何
ら
か
の
理
由
で

指
定
学
校
以
外
の
学
校
へ
就
学
希
望

の
場
合
、
指
定
学
校
の
変
更
の
申
立

て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

指
定
学
校
よ
り
も
、
距
離
的
に
近

い
学
校
へ
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
、

通
知
書
、
印
鑑
、
距
離
的
に
近
い
こ

と
が
わ
か
る
地
図
を
教
育
指
導
課
へ

持
参
し
て
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

海
外
の
小
中
学
校
へ
就
学
予
定
の

人
は
、
教
育
指
導
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
重
国
籍
の
場
合
は
、

日
本
以
外
の
国
籍
が
わ
か
る
パ
ス

ポ
ー
ト
の
写
し
と
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
入
学
承
諾
書
は
入
学
す
る
学
校
が

発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
印
鑑
は
ゴ

ム
製
不
可
で
す

　

廿
日
市
市
立
小
・
中
学
校
に
在
学

し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品
や
学

校
給
食
な
ど
の
経
費
を
援
助
し
ま
す
。

　

援
助
を
希
望
す
る
人
は
、
現
在
通

学
し
て
い
る
学
校
ま
た
は
入
学
予
定

の
学
校
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
廿
日
市
市
以
外
の
市
町
立

小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る
場
合

は
、
教
育
委
員
会
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成　

・　

年
度
に
市
お
よ
び
市

２５

２６

水
道
局
が
発
注
す
る
「
建
設
工
事
及

び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

業
務
」
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
追
加
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

今
回
の
申
請
方
法
は
電
子
申
請
の
み

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

２
月
３
日俄
～
７
日画

文化スポーツ課緯運９２０６ 第　回市民ロードレース大会

４６■

一般

文化スポーツ課緯運９２０６ 中学校女子はつかいち駅伝大会

■

水道局お客様センター緯荏２２８６問までです１月３１日晶納付書での支払いは、水道料金納期■

教育指導課緯運９２０２ 小中学校新入学手続き

■

教育指導課緯運９２０２ 就学費の援助
■契約課緯運９１０８ 入札参加資格申請の追加受付

■

■バードウォッチング
と　き　１月５日掌　　時～　時１０１２

ところ　おおの自然観察の森
予約不要講師野鳥アドバイザー

柚山　政之さん
おおの自然観察の森では、冬鳥のオシドリ、マガモなどが見られます。

心和むバードウォッチングで自然を実感してみませんか。

問おおの自然観察の森

緯駅３０００

nformationIews ＆ N

文化スポーツ課緯運９２０６ ひろしま男子駅伝
■
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妹背ウォーターフォールクラブ

緯胃益０１２４ 第　回大野オイスターカップ

２０バドミントン大会（記念大会）

■
写真は、昨年のスタートの様子。市役所をス
タート・ゴールに熱いレースが繰り広げられ
ます。皆さんの声援をお願いします。

　市税の滞納処分により差し押

さえた不動産などを公売（土地、

建物および動産を一括売却）し

ます。入
札
日
時　

１
月　

日我　
時
～　

２２

１４

１４

時　

分
（
受
付
開
始　

時　

分
～
、

１０

１３

１５

説
明　

時　

分
～
）

１３

５０

入
札
会
場　

市
役
所
２
階
２
０
１
会

議
室

公
売
物
件　

廿
日
市
市
大
野
字
鴉
ケ

岡
２
７
１
５
番
１
７
７
、
２
７
１

５
番
２
１
１

土　

地　

雑
種
地

　

登
記
簿
合
計　

５
０
９
㎡

建　

物　

木
造
ス
レ
ー
ト
ぶ
き
平
家

建
て
、
居
宅　

床
面
積　

・　

㎡

９９

６２

（
平
成　

年
築
）

１９

動　

産
▼
簡
易
建
物
、
木
造
平
屋
建

て
、
概
測
約　

㎡
▼
ス
チ
ー
ル
製

１７

物
置
２
台

※
土
地
お
よ
び
建
物
は
、
い
ず
れ
も

登
記
簿
の
表
示
に
よ
る
。
公
売
物

件
に
は
居
住
者
が
い
ま
す

見
積
価
額　

３
５
８
万
円

公
売
保
証
金　
　

万
円

４０

持
っ
て
く
る
も
の　

印
鑑
（
ゴ
ム
製

不
可
）、
身
分
を
証
す
る
も
の
、

公
売
保
証
金
、
代
理
人
の
場
合
は

委
任
状

※
公
売
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

公
売
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
必

ず
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　市の所有する土地を一般競争

入札で売却します。市が定める

予定価格（最低売却価格）以上

で、最高価額の入札者に売却し

ます。申
込
資
格　

個
人
お
よ
び
法
人

受
付
期
間　

１
月
６
日俄
～　

日俄２０９
時
～　

時　

分

１６

３０

入
札
日
時　

２
月　

日牙　
時
～

１３

１０

入
札
会
場　

市
役
所
５
階
５
０
１
会

議
室

入
札
物
件　

大
野
二
丁
目
８
７
１
０

番　

（
宅
地
３
７
９
・　

㎡
）

８２

９８

予
定
価
格　

１
１
３
２
万
円

入
札
保
証
金　

１
１
３
万
２
千
円

申
込
方
法　

市
役
所
５
階
用
地
管
財

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
指
定
の
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　平成　年７月３日に宮島がラ

２４ムサール条約に登録されたこと

をうけ、今年度に市民、関係者、

国、広島県、市が構成員となり 「宮島ラムサール条約連絡協議

会」を立ち上げました。

　協議会では、ラムサール条約

の趣旨に沿い、関係者が一致し

て登録湿地の保全、ワイズユー

スの具現化などを推進していく

ために行動宣言を採択しました。

　今後は更なる自然環境の保全

に取り組みたいと思います。詳

しくは、市ホームページをご覧

ください。
　とんどは、火災になる危険性

があります。また、煙や炎を見

た人からの通報により、火災と

間違えて消防車が出場する恐れ

があります。
　そのため、市火災予防条例で

は、とんどをする場合、事前に

届け出をすることが定められて

います。様式は市ホームページ

からもダウンロード可。ただし、

急を要する場合は、電話などで

連絡してください。

次
の
こ
と
に
注
意

●
建
物
や
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く

で
と
ん
ど
を
し
な
い
こ
と
。

●
水
バ
ケ
ツ
、
消
火
器
な
ど
の
消
火

用
具
を
備
え
る
こ
と
。

●
と
ん
ど
を
し
て
い
る
と
き
は
監
視

人
を
つ
け
る
こ
と
。

●
と
ん
ど
の
終
了
後
は
、
残
り
火
を

完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

　事業を営んでいる会社や個人

が、その事業のために用いる構

築物・機械・器具・備品など、

土地・家屋以外の減価償却でき

る資産は、固定資産税の対象と

なります。
　資産の多少にかかわらず、平

成　年１月１日現在、市内に所

２６有している償却資産の申告をし

てください。また廃業、除却な

どで償却資産が無くなった場合

や、前年度と変わらない場合も、

申告してください。

※
平
成　

年
度
中
に
新
た
に
開
業
さ

２５

れ
た
な
ど
で
申
告
書
が
必
要
な
人

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

申
告
期
限　

１
月　

日画３１償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
も
の（
例
）

●
構
築
物　

広
告
塔
、
舗
装
路
面
、

門
扉
な
ど
の
外
構
工
事
な
ど

●
機
械　

食
料
品
や
木
製
品
な
ど
の

製
造
機
械
設
備
、
ク
レ
ー
ン
、
コ

ン
ベ
ヤ
ー
な
ど

●
器
具
・
備
品　

エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ

コ
ン
、
理
・
美
容
器
具
、
医
療
機

器
な
ど

　地方税法の見直しに合わせ、

平成　年１月１日以後の期間に

２６対応する延滞金の割合が次の表

のとおり変更となります。

　市税などには納期限が設定さ

れています。公平性を保つため、

納期限までに税金を納めなかっ

た人は、本来納めるべき税額の

ほかに延滞金も併せて納めるこ

とになります。
　延滞金は滞納税額を計算の基

礎として、延滞金の割合に納期

限の翌日から納付される日まで

の日数に応じて計算します。

税制収納課緯運９１１２ 不動産などの公売（入札）

■

用地管財課緯運９１８０ 市有地を売却します

■

税制収納課緯運９１１０ 延滞金の割合が変更

■■延滞金の割合 平成２６年１月１日から平成２５年の割合延滞期間 特例基準割合※＋年１％年２．９％（参考※）年４．３％納期限後１カ月以内 特例基準割合※＋年７．３％年９．２％（参考※）年１４．６％１カ月経過後※特例基準割合とは、前々年の１０月から前年の９月までの各月における銀行の新規の短期貸出約定平均金利の合計を１２で割り、各年の前年の１２月１５日までに大臣告示する割合に年１％を加算した割合※参考は、平成２６年の特例基準割合（１．９％）で算出しています

課税課緯運９１１５ 償却資産の申告
■

環境政策課緯運９１４７ ラムサール条約に
関する取り組み
■

消防本部予防課緯運９２３２ とんどの注意事項

■

■土砂災害警戒区域などの

指定説明会

土砂災害警戒区域などを指定する説明会を峰高、串戸、六本松周辺を対象に行います。日程・指

定予定区域などは、回覧板、広島県ホームページ、市役所建設総務課で確認してください。
問広島県西部建設事務所廿日市支

所事業調整特別班緯荏１１４１

nformationIews ＆ N
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休日診療年末年始、1月の 診療時間　9時～18時※在宅当番医（予定）を記載しています。当番医は変更する　ことがありますので、受診の前に必ず問い合わせてください
３３３３欝緯しげの整形外科スポーツクリニック（阿品）１２月２９日掌０５３４駅緯杉原外科医院（大野）１月１２日掌 ３４００叡緯佐藤皮ふ科クリニック（串戸）１２３４欝緯たなべ小児科（平良山手） ３１３１欝緯おおさき小児クリニック（阿品）１２月３０日捷１１３３嬰緯たかの耳鼻咽喉科医院（阿品）１月１３日抄 １７５０叡緯さいとう眼科（串戸）１８００叡緯松田整形外科（串戸） ００１１悦緯小浦眼科（宮島口）１２月３１日昇７７８８運緯田口脳外科クリニック（阿品）１月１９日掌 ２２０１曳緯さくらクリニック（宮内）００３５叡緯ふじかわ心療内科クリニック（下平良） ３３３３悦緯敬愛病院（内科）（中山）１月１日抄２１１１映緯廿日市野村病院（内科）（宮内佐原田）１月２６日掌 ２０３０曳緯小池皮フ科医院（宮内）５０００雲緯みたに泌尿器科クリニック（下平良） ３０２１駅緯大野キッズファミリークリニック（大野中央）１月２日昭 ０１３５嬰緯かとうレディースクリニック（阿品）■年末年始の休日歯科診療（９時～１５時） １２３９嬰緯かめよし皮ふ科アレルギー科（阿品）１月３日晶４６１８曳緯渡辺歯科（宮内）３０日捷 ４１５３影緯河村小児科（上平良）６８００曳緯木村歯科医院（宮内）３１日昇 ３０３０影緯アイビー眼科（宮内）１月５日掌１８００焔緯江島歯科医院（友田）１月２日昭 ３８２８叡緯ひらた耳鼻咽喉科・アレルギー科（天神）０６０１雲緯田部歯科医院（駅前）１月３日晶

■４カ月児・１歳６カ月児・

３歳６カ月児健診
地域により、対象月齢が前後することがあります。　対象者には個別に通知していますが、通知が届いていない

人や、日時や場所の変更を希望する人は、保健センターまたは各支所へ問い合わせてください。

問廿日市市保健センター

緯欝１６１０

■育児相談【乳幼児と保護者】 備　考受付時間ところと　き 陰身長・体重測定、個別相談（保健師・栄養士による）隠母子健康手帳※津田市民センターは、育児教室と同時開催です
９：３０～１０：３０あいプラザ１７日晶２７日捷 ９：３０～１１：００大野福祉保健センター２３日昭 ９：３０～１０：３０津田市民センター２９日昌

■育児教室【乳幼児と保護者】 備　考実施時間ところと　き 赤ちゃんすくすく広場陰０歳児のサロン１０：３０～１２：００津田児童館１０日晶 陰子育てサロン（園庭解放）、お正月遊び１０：００～１２：３０吉和保育園１４日昇 陰非常食をおいしく食べよう１０：００～１２：００吉和市民センター２１日昇 わんぱくキッズ陰ふれあい遊び１０：００～１１：１５津田市民センター２９日昌
■ヘルスチェック 備　考実施時間ところと　き ①血圧測定、体重･体脂肪測定、尿検査、健康に関する相談（被爆者健康相談も実施）②健診結果（相談がある人）

（受付）１３：００～１３：３０吉和福祉センター１５日昌 ９：３０～１１：００あいプラザ２０日捷
■体若返り教室ハートビクス【宮島地域】備　考実施時間ところと　き ②タオル･飲み物・運動用上靴講師　松本直子さん※栄養士の講話と個別相談１３：３０～１５：３０西連集会所１６日昭

1月の保健行事※備考欄は、陰「内容」、隠「持ってくるもの」です※会場があいプラザのときは、駐車場が少ないので公共交通機関を利用して来場してください
■ハートビクス 備　考実施時間ところと　き ①運動教室と栄養・運動の個別アドバイス②運動用マット（持っている人）、飲み物、運動できる靴１３：３０～１５：３０大野福祉保健センター２２日昌 友和市民センター２３日昭※初めて参加される人はアンケート調査があります。１３時に集合してください。循環器系疾患など既往歴のある人は医師に相談の上、参加してください対　象　市内在住の４０歳以上おおむね７０歳未満参加費　無料申込み　大野福祉保健センター会場希望者は大野福祉保健センター緯益２６６０、友和市民センター会場希望者は佐伯支所福祉グループ緯演１１１８■健診結果説明会【あいプラザ】　健診結果はいかがでしたか。保健師、看護師、栄養士による個別相談を行います。無料で血管老化度チェック・脳年齢測定・ストレスチェックができます。定員がありますので、早めに申し込んでください。問合せ・申込み　健診専用電話緯雲２０２６ 備　考受付時間ところと　き 健診結果票を持参してください（１）９：３０～（２）１０：００～（３）１１：００～（４）１３：３０～（５）１４：３０～（６）１５：３０～あいプラザ１階多目的ホール２０日捷２月３日捷
■マタニティースクール 備　考実施時間ところと　き ①マタニティヨガ②母子健康手帳※要申し込み１０：００～１２：００あいプラザ３０日昭
■アレルギーの会【乳幼児と保護者】 備　考実施時間ところと　き 前日までに要申し込み※情報交換の場です１０：００～１２：００大野福祉保健センター３０日昭
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■宮島支所福祉グループ緯瑛2001・鯖瑛2196■大野福祉保健センター緯益2660・鯖益2710■吉和支所市民福祉グループ緯猿2113・鯖猿2078■佐伯支所福祉グループ緯演１１２４・鯖演0415　■廿日市市保健センター緯欝1610・鯖欝1611
救急案内　市消防本部緯荏8111（休日の病院の問い合わせに応じます）救急ファクシミリ119番　鯖119休日・夜間急患診療

■広島市立舟入病院　緯０８２（２３２）６１９５　診療科・診療時間　○内科　月～金曜日／１７時３０分～２０時　※１２月３１日昇９時～平成２６年１月４日松８時３０分の間は２４時間　○小児科　毎日実施（年末年始含む）／２４時間　○耳鼻咽喉科　土曜日／１９時～２２時３０分　※１２月３１日昇～平成２６年１月３日晶の９時～１９時■広島口腔保健センター　緯０８２（２４１）４８６１　診療科　歯科　診療時間　日曜日、祝・休日、年末年始（１２月３０日捷～平成２６年１月３日晶）の９時～１５時■小児救急医療相談　＃８０００または緯０８２（５０５）１３９９　相談受付　毎日／１９時～翌朝８時　相談対応　小児科勤務経験がある看護師が対応　　　　　　（小児科医師が支援）

■廿日市市休日・夜間急患診療所（１５歳以上のみ）　緯欝１０１１・鯖欝１６１４（診療時間内のみ）　（新宮一丁目１３番１号・あいプラザに併設）　診療科　内科　診療時間　日曜日、祝・休日、１２月３０日捷～平成２６年１月３日晶／９時～２２時　月～土曜日／１９時～２２時※電話での問い合わせは２１時４５分まで。また、支払う医療　費には時間外加算または休日加算が含まれます※１月４日松は１９時～２２時までです■広島市立広島市民病院　緯０８２（２２１）２２９１　診療科　内科など（歯科・口腔外科を除く）※成人（高校生相当年齢以上）の主に内因性疾患の救急医療　診療時間　毎日実施（年末年始含む）／２４時間

■ハツラツ！はつかいち交流ウオーキング備　考集合時間ところと　き 平和大通り・広島駅コース約６灼参加費　１００円申込み　串戸市民センター　　　　緯荏２０９６９：００ＪＲ西広島南口駅前１７日晶
廿日市地区周辺約６灼参加費　無料申込み　中央市民センター緯欝１２６６９：３０（受付９：１５～）中央市民センター２０日捷
参加費　５０円申込み　不要９：００八坂運動公園２７日捷

■親子みそづくり教室【小学生とその保護者】備　考実施時間ところと　き ②エプロン、三角巾、参加費親子１組５００円※１月９日昭までに要申込み（１５組・初参加者優先）１０：００～１２：００大野福祉保健センター１８日松
■廿日市市政施行２５周年記念　ＪＡ広島総合病院　第８回市民公開講座　～めまいと頭痛について学びましょう～　ＪＡ広島総合病院と市では、めまいと頭痛に関するメカニズムから治療法の市民講座を開催します。と　き　１月２６日掌　１３時～１５時３０分ところ　さくらぴあ大ホール※入場料無料、申し込み不要問合せ　ＪＡ広島総合病院地域医療連携室緯嬰３１１１・　　　　廿日市市保健センター緯欝１６１０　
■健康はつかいち２１「ウオーキングカード達成者」　石川スエ子様（大野３区）

※診療時間・診療科など、事前に必ず電話で問い合わせてください

■第５回ハツラツ！市民ウオーキング大会と　き　３月１６日掌１０時開会（９時３０分から受付）ところ　スタート（宮島中学校グラウンド）、ゴール（大元公園）※ゴール地点から宮島桟橋まで歩くと、さらに１．５灼程度歩くことになりますコース　１．５灼、３．５灼（小学校１年生以上）、８．５灼（小学校４年生以上）定　員　８００人（完歩できる人、小学生以下は保護者同伴）参加費　２００円（送迎バス［佐伯・吉和地域］利用の場合別途５００円）申込期間　１月６日捷～２月１４日晶（定員になり次第締め切り）申込方法　名前、お住まいの地域、電話番号、性別、年齢、希望のコース、佐伯地域・吉和地域方面の送迎バス利用希望者は乗降希望場所を廿日市市保健センター（緯雲２０２６、胃欝１６１１）まで電話またはファクスで。※参加申込者には、３月上旬に大会事務局から参加証のハガキを送付します。大会当日、必ずそのハガキを持参してください申込規約①主催者は傷病その他の事故に際し、加入している保険での対応や応急処置を除いて一切の責任を負いません。②納入された参加費は返金しません。③参加者の映像を含む大会　の記録を広報紙などへ掲　載することがあります。④個人情報は、参加者との　連絡、保険請求手続きの　ために必要な範囲でのみ　使用します。写真は昨年のウオーキングの様子です諮
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ら
、
突
然
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ
た
。
登
録
料

　

万
円
を
請
求
さ
れ
、
現
金
書
留
で
送
付
す
る
よ
う
表
示
が
出
た
。
し

１５か
し
、
そ
れ
以
上
進
ん
で
い
な
い
の
で
相
手
の
連
絡
先
は
分
か
ら
な
い
。

支
払
う
必
要
が
あ
る
の
か
。（　

歳
代　

女
性
）

３０

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

相
談
者
に
は
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
の
相
談
事
例
に
つ
い
て
説
明
し
、

契
約
が
成
立
し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
の
で
無
視
す
る
よ
う
助
言
し

ま
し
た
。

　

ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
と
は
無
関
係
な
サ
イ
ト
（
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
、

占
い
や
芸
能
人
の
情
報
サ
イ
ト
）
な
ど
か
ら
ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
に

誘
導
さ
れ
る
事
例
も
見
ら
れ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１　

慌
て
て
業
者
に
連
絡
し
な
い
。
連
絡
す
る
と
個
人
情
報
を
聞
き

出
さ
れ
、
請
求
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２　

無
料
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
料
金
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
安
易
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

３　
「
登
録
さ
れ
ま
し
た
」
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
も
契
約
が
成
立
し
て

い
な
い
場
合
が
多
く
、
請
求
さ
れ
て
い
る
内
容
に
納
得
で
き
な
け

れ
ば
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
支
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す

の
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　

不
安
に
思
っ
た
場
合
は
、
業
者
に
連
絡
を
取
っ
た
り
支
払
い
を
し
た

り
す
る
前
に
、
廿
日
市
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
広
島
県
環
境
県
民
局
消
費
生
活
課
発
行
「
く
ら
し
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
便
」
平
成　

年　

月
号
よ
り
）

２５

１１

施設の催し情報

■図書館１月のおはなし会 対象と　きところ 乳幼児１７日晶１１時～はつかいち市民図書館小さい子の ための おはなし会
幼児・小学校低学年

１１日松・２５日松１１時～はつかいち市民図書館おはなし会 ２５日松１４時～大野図書館 １１日松１０時３０分～さいき図書館 幼児～大人１８日松１１時～はつかいち市民図書館ストーリーテリングのおはなし会 

年末・１月の休館日開館時間図書館名 １２月２９日掌～１月４日松、２３日昭月～金　９時～１９時土・日・祝・休日　１０時～１８時はつかいち市民図書館緯欝０３３３ １２月２９日掌～１月４日松、６日捷、１４日昇、２０日捷、２３日昭、２７日捷１０時～１８時大野図書館緯益１１２０さいき図書館緯演１０１１
■木材利用センター緯荏２３９３
■リサイクルプラザ（エコセンターはつかいち内）緯曳０２６６と　き　陰９時３０分～１２時　　　　隠１３時３０分～１６時※参加費は各１００円。ランプ作り、草木染めは別途費用が必要※定員は各１０人。参加申し込みは、各講座の受付開始日から電話で

定員参加費と　き教室名定員参加費と　き教室名 ６人２，８００円１月２９日昌１０時～１３時すいすい木工教室「レターラックをつくろう」１５人１，０００円１月１８日松１０時～１２時お馬のティッシュボックス ６人１，５００円２月５日昌１０時～１３時すいすい木工教室「初心者向け木工を楽しもう」３０人１０人３００円１，０００円１月１９日掌１０時～１２時けん玉教室けん玉組立教室 １５人１，０００円２月８日松１０時～１２時ひな段かざりをつくろう６人２，０００円１月２２日昌１０時～１３時すいすい木工教室「シェルフをつくろう」 ６人１，５００円２月１２日昌１０時～１３時すいすい木工教室「初心者向け木工を楽しもう」１５人３００円１月２５日松１３時～１５時ハザイでつくろう
　申し込み、問い合わせは、木材利用センターまで電話で。いずれも開催場所は木材利用センターです。汚れても良い服装で来てください。　教室内容の詳細は、市ホームページをご覧ください。

受付開始持ってくるものと　き講座名 １月７日昇からエプロン、ゴム手袋、布、薬品代１月１４日昇隠草木染め １月１５日昌からほどいてアイロンをかけた古い和服、洋裁道具、はさみ１月２２日昌隠和服からリフォーム～作務衣・ベスト作り～ １月１６日昭からお気に入りの瓶など１月２３日昭①・隠サンドブラスト～花瓶・ランプ作り～ １月２９日昌から牛乳パック３個（１Ｌ・開かずに）、はさみ、カッター、布（１００×６０尺）２月５日昌隠牛乳パックを使って椅子作り

消費生活相談緯雲１８４１と　き　月～金曜日　（祝・休日を除く）　９時～１２時、　１３時～１６時ところ　廿日市市　消費生活センター　（市役所６階　商工労政課内）

■消費生活

■  　　　君啓景畦景恵敬 吋321 卯雨98烏宇右 嘘渦臼碓丑窺鵜 浦厩姥鰻蔚20唄 雲運2928閏瓜
宮島競艇施行組合緯悦1122

　　：レース開催日　○：場外発売

宮島RACEBOAT1月
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※○予 は事前に予約が必要です。○電 は電話による相談も可能です暮らしの相談
問合せ・予約先相談会場開催時間開　催　日相　　談 広報統計課緯運９１２１市役所２階市民相談室９時３０分～１４時３０分（受付１４時まで）月・火・金曜日（祝・休日、３日晶を除く）市民相談○電 市政に関する要望や生活上の困りごとなど

広報統計課緯運９１２１市民活動センター２階１３時～１７時１月１０日晶・２４日晶・３１日晶行政書士による無料相談交通事故、相続・遺言、離婚に関する相談 市役所４階４０２会議室１３時～１６時１月１５日昌 広報統計課　緯運９１２１、　　　　　　緯欝０００１（内線１４９２）受付開始　１月６日捷８時３０分から電話で市役所４階４０２会議室１３時～１６時１月８日昌・２１日昇・２２日昌無料法律相談○予 弁護士による相談 大野支所地域づくりグループ緯運２００５大野支所３２会議室１３時３０分～１６時（受付１５時３０分まで）１月１５日昌行政相談国や特殊法人に関する意見・要望など 広報統計課緯運９１２１市役所４階４０２会議室１月２３日昭 広報統計課緯運９１２１市役所４階４０２会議室１３時～１６時１月１４日昇年金労働相談社会保険労務士による相談 広島民事調停協会緯０８２（２２８）０４２１（内線６６７０）火～木曜日　９～１４時広島バスセンター９階広島市消費生活センター研修コーナー１０時～１６時１月３１日晶無料調停相談交通事故、消費者金融、不動産賃料、相続、離婚などに関する調停手続きの相談 商工労政課緯運９１４０市役所２階市民相談室１２時３０分～１６時３０分第２・第４水曜日（祝・休日を除く）就業支援相談○予 廿日市市社会福祉協議会廿日市事務局（あいプラザ内）緯欝０７８３・鯖欝１６１６同佐伯事務所（佐伯社会福祉センター内）緯演０８６８・鯖演１００５同吉和事務所（吉和福祉センター内）緯猿２８８３・鯖猿２５１４同大野事務所（大野福祉保健センター内）緯駅３２９４・鯖駅３２７５同宮島事務所（宮島福祉センター内）緯瑛２７８５・鯖瑛２６６１※各事務所では、ボランティア相談、福祉総合相談も随時行っています

あいプラザ１３時～１６時火・金曜日（祝・休日、３日晶を除く）心配ごと相談○電 日常生活上の悩みごとや対人関係のもつれ、困りごとなどの相談
佐伯社会福祉センター１３時～１６時１月８日昌・１５日昌・２２日昌・２９日昌 吉和福祉センター（すこやかプラザ）１３時～１６時１月８日昌・１５日昌・２２日昌 大野福祉保健センター１３時～１６時木曜日（祝・休日、２日昭を除く） 宮島福祉センター１３時～１６時１月６日捷・２０日捷 あいプラザ１３時３０分～１５時１月１４日昇認知症介護相談○予 大野福祉保健センター１３時～１６時１月２８日昇認知症介護相談○電 大野福祉保健センター１３時～１６時１月１５日昌司法書士法律相談○予 障がい福祉相談センター「きらりあ」緯欝０２２４・鯖欝０２２５障がい福祉相談センター（あいプラザ内）９時～１７時月～金曜日（祝・休日を除く）障がいに関する総合相談○電 廿日市市こども相談室緯荏８０６１９時３０分～１６時３０分　月～金曜日（祝・休日を除く）教育相談○電 錆（０１２０）０８０１１０（通話料無料）９時３０分～１６時３０分　月～金曜日（祝・休日を除く）こどもいじめ１１０番○電 月～金曜日（祝・休日を除く）　８時３０分～１７時地域包括支援センターはつかいち緯運９１５８・鯖雲１９９９　地域包括支援センターさいき緯演２８２８・鯖演０４１５　　佐伯さつき会よしわせせらぎ園緯猿２３７７・鯖猿２３７９地域包括支援センターおおの緯詠０２５１・鯖駅１３０７　　いもせ聚楽会宮島ふれあい緯瑛０２５０・鯖瑛０８８１高齢者の総合相談○電 介護予防や生活の中での困りごと、介護保険、虐待など 児童課緯運９１５３児童相談所全国共通ダイヤル緯０５７０（０６４）０００市役所１階児童課８時３０分～１７時１５分　月～金曜日（祝・休日を除く）家庭児童相談○電 要保護児童・虐待など 廿日市市子育て支援センター緯欝１６１２・鯖欝１６１３廿日市市子育て支援センター（あいプラザ内）８時３０分～１７時１５分　月～金曜日（祝・休日を除く）子育てに関する相談○電 １０時～１２時、１３時～１７時　土・日曜日、祝・休日 大野子育て支援センター緯鯖悦０３５６大野子育て支援センター（深江保育園内）９時～１５時月～金曜日（祝・休日を除く）

 
月～金曜日（祝・休日を除く）１３時～１７時 ファクス電　話保育園ファクス電　話保育園ファクス電　話保育園ファクス電　話保育園 駅2018駅2026池田焔0672焔0834友和映3205映6126宮園荏5603荏0858佐方 駅2009駅2051いもせ演0939演0952津田荏5706荏0970串戸雲1638雲0112廿日市 益1558益1559梅原演0086演0205浅原嬰3262嬰0273地御前荏7521雲1165平良 駅2010駅2073丸石猿2460猿2470吉和曳6111曳0618阿品台東映1616映6135原 0827謁58980827謁5571鳴川悦0356悦0328深江曳4031曳0351阿品台西曳1636曳0671宮内

電話育児相談○電 市内各保育園で実施
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■市へのご意見の
電子申請利用
市へのご意見などは、市ホームページの電子申請でも受け付けています。ご意見に写真データ（２ＭＢ以下）を添付でき

ますが、申請はパソコンからのみです。スマートフォンなどの携帯端末での利用開始は４月１日昇からです。
問広報統計課緯運９１２１



49,555世帯（＋60世帯）世帯数：117,673人（―19人）人口：人口と世帯数　12月1日現在　（　）は前月比■

編集後記
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
回
の
特
集
は
「
佐
伯
農
業
者
ク
ラ
ブ
」。

「
個
」
の
プ
ロ
で
あ
る
農
業
者
が
「
共
」
に

活
動
し
、
新
し
い
風
を
起
こ
し
て
い
る
様
子

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
現
在
の
農
業
環
境
は
厳
し
い
で
す
が
、

未
来
は
明
る
い
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」。
取
材
先
で
誰
も
が
そ
う
話
し
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
中
で
活
動
を
続
け
、
横
の
つ
な

が
り
か
ら
、
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
へ
と

そ
の
活
動
は
広
が
り
、
ま
ち
を
少
し
ず
つ
動

か
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
し
い
一
年
の
始
ま
り
で
す
。
私

も
毎
年
い
く
つ
か
新
年
の
目
標
を
立
て
る
の

で
す
が
、
達
成
は
な
か
な
か
…
。

　

そ
れ
で
も
、
自
分
自
身
に
恥
ず
か
し
く
な

い
よ
う
、
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
広
報
は
つ
か
い
ち
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

川
辺
邦
彦
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目の不自由な人のために
■音声読み上げのための「広報はつかいち」テキスト版を
　ホームページに掲載しています。
■「広報はつかいち」のカセットテープ、デイジー図書、
　点訳本があります。廿日市市社会福祉協議会緯欝0294
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平成26年1月1日　№1182

ぶらりはつかいち― 第８回

 多 た  島 とう 美 を体感、び宮島弥山展望休憩所が利用開始
　平成２４年１０月から工事開始した弥山山頂の展望台が１２月６日に一部を
除き利用開始しました。新展望台のデザインは建築家の 三  分  一  博  志 さん

さん ぶ いち ひろ し

によるものです。弥山山頂と瀬戸内海の風景を庭園に見立て、ゆっくり
と景色を眺めることができるよう設計。目前に広がる美しい瀬戸内の多
島美を体感できます。
　弥山の標高は５３５ｍ。元日には、瀬戸内の島々から立ち昇る初日の出を
見るために、多くの人でにぎわいます。

※屋上の展望スペースの利用時間は、９時～１６時までです（３月まで）。２階部分は柵の改良工事を行
うため、現在使用できません


